
前向きに挑戦する福井の企業を応援します

フ ァ ク ト F u k u i     a d v a n c e d  c o m p a n i e s ’t r y

2014年6月25日発行
（偶数月25日発行）

vol.7

多様化するモノづくりのかたち
～“デジタルモノづくり”時代の事業戦略～

［特集］



“多様化するモノづくりのかたち”

が
ほ
と
ん
ど
と
限
定
的
で
あ
り
、

機
器
導
入
の
遅
れ
が
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。（
図
2
）

　

ま
た
、
い
か
に
デ
ジ
タ
ル
化
の

中
で
の
高
付
加
価
値
領
域
に
特
化

す
る
か
、
も
し
く
は
参
入
が
容
易

で
は
な
い
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
ま
な

い
領
域
に
特
化
す
る
か
が
事
業
戦

略
と
し
て
重
要
と
指
摘
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の

構
造
変
化
へ
の
対
応

　

新
し
い
モ
ノ
づ
く
り
の
登
場
に

加
え
て
、
従
来
の
川
下
産
業
・
大

企
業
が
主
体
と
な
っ
た
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
か
ら
、
そ
れ
ら
に
依
存

し
な
い
オ
ー
プ
ン
な
サ
プ
ラ
イ
チ

ェ
ー
ン
の
構
築
と
い
っ
た
構
造
変

化
も
顕
在
化
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

支
援
機
関
が
従
来
の
大
企
業
の
役

新
し
い
モ
ノ
づ
く
り
の
か
た
ち

「
デ
ジ
タ
ル
モ
ノ
づ
く
り
」

　
「
2 

0 

1 

4
年
版
も
の
づ
く
り
白

書
」
で
は
、
我
が
国
モ
ノ
づ
く
り

産
業
が
新
た
に
直
面
し
て
い
る
事

業
環
境
の
変
化
と
し
て
、
①
モ
ノ

の
作
り
方
や
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

構
造
の
変
化
、
②
そ
う
し
た
事
業

環
境
の
変
化
に
対
応
し
た
人
材
育

成
の
必
要
性
、
③
Ｉ
Ｔ
と
外
部
資

「
デ
ジ
タ
ル
化
で
き
な
い
分
野
で

光
る
〝
職
人
技
〞」

　

デ
ジ
タ
ル
化
が
進
ま
な
い
昔
な

が
ら
の
モ
ノ
づ
く
り
、「
ふ
く
い

手
し
ご
と
」
認
定
企
業
の
〝
職
人

技
〞
を
紹
介
し
ま
す
。

「
中
小
企
業
が
作
る〝
仮
想
大
企
業
〞」

　

各
社
が
培
っ
て
き
た
技
術
を
持

ち
寄
り
、
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に

よ
り
新
分
野
に
挑
戦
す
る
企
業
グ

ル
ー
プ
を
紹
介
し
ま
す
。

「
中
小
企
業
の
夢
を
現
実
に
す
る
、

最
新
、
資
金
と
技
術
の
調
達
術
」

　

新
し
い
資
金
調
達
シ
ス
テ
ム

「
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
」

を
紹
介
。
県
外
の
実
例
を
取
り
上

げ
ま
す
。

※
1
：
あ
る
志
を
持
っ
た
人
や
団
体
に

対
す
る
資
金
を
、
ネ
ッ
ト
を
通
じ

て
不
特
定
多
数
の
支
援
者
か
ら
収

集
す
る
手
法
。
こ
こ
で
の
ク
ラ

ウ
ド
は
「
群
衆
（Crow

d

）」
フ

ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
は
「
資
金
調
達

（Funding

）」
の
意
味
。

※
2
：
材
料
を
付
加
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
3
次
元
構
造
を
製
造
す
る
技
術

割
を
果
た
し
な
が
ら
、
地
域
モ
ノ

づ
く
り
企
業
の
技
術
力
を
維
持
・

向
上
さ
せ
る
産
学
官
連
携
に
よ
る

研
究
開
発
や
、
ま
た
、
川
下
産
業

依
存
で
は
な
い
中
小
企
業
同
士
の

連
携
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
後

者
は
、
例
え
ば
、
地
域
の
中
小
企

業
が
共
同
受
注
体
制
を
構
築
し
、

各
社
の
得
意
分
野
を
持
ち
寄
っ
て

高
付
加
価
値
な
業
務
を
ワ
ン
ス
ト

ッ
プ
で
提
供
す
る
と
い
っ
た
取
組

で
、
従
来
の
下
請
構
造
か
ら
脱
却

し
、
自
立
し
た
経
営
に
繋
が
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
県
事
例
を
中
心
と
し
た

現
状
を
探
る

　

今
回
の
特
集
で
は
、「
も
の
づ

く
り
白
書
」
が
指
摘
す
る
新
し
い

モ
ノ
づ
く
り
や
構
造
変
化
に
対
応

す
る
企
業
の
取
組
を
、
県
内
の
事

例
を
中
心
に
紹
介
し
ま
す
。

「
新
し
い
ツ
ー
ル
が
モ
ノ
づ
く
り

の
発
想
を
変
え
る
」

　

3
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
を
商
品
開
発

に
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い
る
3

企
業
に
、
導
入
の
効
果
や
課
題
を

お
聞
き
し
ま
し
た
。

３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
で
変
わ
る

モ
ノ
づ
く
り
へ
の
対
応

　

3
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
に
代
表
さ
れ

る
付
加
製
造
技
術（
※
2
）
は
、
今

後
、
医
療
や
航
空
機
分
野
を
始
め

活
用
可
能
性
が
高
ま
り
、
大
き
な

経
済
波
及
効
果
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。（
2 

0 

2 

0
年
時
点
で
約 

21
．8
兆
円
（
全
世
界
）（
図
1
））。

し
か
し
、
現
状
で
は
、
3
Ｄ
プ
リ

ン
タ
ー
を
「
既
に
業
務
で
本
格
的

に
活
用
し
て
い
る
」
と
回
答
し
た

企
業
は
大
企
業
で
も
19
．4
％
に

過
ぎ
ず
、
中
小
企
業
で
は
4.5
％
と

ま
だ
ま
だ
少
数
派
。
そ
の
使
用
目

的
も「
サ
ン
プ
ル
等
の
試
作
開
発
」

型
が
つ
く
ら
れ
る
こ
と
に
よ
る
生

産
性
の
向
上
、
切
削
加
工
等
に
比

べ
て
材
料
の
無
駄
が
出
な
い
な
ど

の
効
果
、
複
雑
な
造
形
や
人
体
、

自
然
物
の
形
状
を
そ
の
ま
ま
造
形

物
に
で
き
、
少
量
生
産
品
を
比
較

的
安
価
に
製
造
す
る
こ
と
が
可
能

と
な
る
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
紹
介

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
活
用
し
て
ア
イ
デ
ア
を
他

者
と
共
有
し
、
一
方
で
新
た
な
資

金
調
達
方
法
で
あ
る
ク
ラ
ウ
ド
フ

ァ
ン
デ
ィ
ン
グ（
※
1
）
と
結
び
つ

く
こ
と
で
、
産
業
や
社
会
に
革
新

を
も
た
ら
す
効
果
も
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

図１　付加製造技術の経済波及効果

図２　３Dプリンタの活用状況

多様化する
モノづくりのかたち
～“デジタルモノづくり”時代の事業戦略～

明治以降の近代化の中で、本県はモノづくりにより発展してきたと
言えます。現在でも、全国平均と比べ製造業の割合が高い福井県。
全従業者の2割以上、およそ5人に 1人が製造業に従事しています。
そうした中、6月 6日に公表された「2014年版ものづくり白書」によ
ると、「デジタルモノづくり」の進展で、モノづくりのかたちが大き
く変わりつつあることが報告されています。
今回の特集は、本県でも多様化するモノづくりのかたちを紹介します。

源
の
活
用
を
通
じ
た
経
営
基
盤
の

強
化
を
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
①
に
つ
い
て
は
、
3

Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
を
は
じ
め
と
す

る
「
デ
ジ
タ
ル
モ
ノ
づ
く
り
」
が

新
し
い
モ
ノ
づ
く
り
の
ツ
ー
ル
と

し
て
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

技
術
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
研
究

開
発
や
生
産
プ
ロ
セ
ス
が
効
率
化

し
、
試
作
・
設
計
工
程
の
期
間
が

短
縮
で
き
る
こ
と
や
、
高
機
能
の

出典：2014年度版ものづくり白書

資料：経済産業省調べ（2014年１月）

《工業技術センターで利用可能な３Ｄプリンター》
◆樹脂粉末焼結積層造形装置（ナイロン粉末造形システム）
◆精密積層造形システム（光造形装置）
◆フルカラーモデリングシステム（フルカラー 3次元プリンター）
◆精密造形システム（インクジェット式ワックス 3Ｄプリンター）
◆樹脂溶融 3Ｄプリンター

県工業技術センターで3Ｄプリンターが利用できます。

“世界最高水準”3Ｄプリンター開発へ県内企業も参画

　福井県工業技術センターでは、３次元データから迅速な試作品製作が行える５種類の多彩な積層造形機
を中心に、３Ｄを活用したものづくり全般（３次元によるデザイン・設計、形状測定、解析、加工）を支
援しています。

　３Ｄプリンターに対しての注目が集まる中、国主導の大型プロジェクトも進んでいます。2018年度ま
でに世界最高水準の装置を開発し、19年度末までに本格販売に乗り出すというもので、大企業や大学等
30団体からなる研究組合には、本県の株式会社松浦機械製作所も参加しています。当センターも昨年、
金属粉末材料の可能性試験調査研究に助成するなど、県や福井県工業技術センターとともに早期の実用化
を応援しています。

今年４月に行われた一般公開イベントの様子

●県工業技術センターはこんな機関です。
依 頼 試 験 材料や製品などの計測・分析・試験・加工を行い、試験成績書を発行しています。
研 究 開 発 企業や大学との共同研究を積極的に進め、その成果を広く業界に普及しています。
技術指導、技術相談 技術的問題が発生して困ったとき、新技術で製品を開発したいとき、技術上の

相談を受け問題解決に向けてアドバイスを行います。
機器設備利用 企業の皆様ご自身が試験や加工をしたいとき、各種分析機器や工作機械などの

機器設備をご利用いただけます（有料）
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“多様化するモノづくりのかたち”

プ
リ
ン
タ
ー
の
普
及
に
伴
い

職
人
の
概
念
変
わ
る
と
予
想

　

3
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
は
発
展
途
上

の
技
術
で
、
今
後
ま
す
ま
す
の
進

化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。小
永
氏
も
、

眼
鏡
フ
レ
ー
ム
す
べ
て
を
3
Ｄ
プ

リ
ン
タ
ー
で
作
る
に
は
、
弾
力
性

や
強
度
な
ど
克
服
す
べ
き
課
題
は

多
い
と
し
な
が
ら
、
課
題
が
あ
っ

た
方
が
制
約
の
中
で
の
発
想
が
出

て
く
る
の
で
は
な
い
か
、
と
現
状

を
前
向
き
に
捉
え
て
い
ま
す
。

　
「
3
次
元
で
デ
ー
タ
を
作
れ
る

よ
う
に
な
る
と
、
デ
ザ
イ
ン
の
ロ

ス
が
だ
ん
だ
ん
な
く
な
っ
て
い
き

イ
ソ
ン
）」
で
機
能
拡
張
し
、
デ

ー
タ
の
互
換
性
と
精
度
を
両
立
さ

せ
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
社
内
で
構
築
し

て
い
ま
す
。

　
「
3
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
は
、
Ｃ
Ａ

Ｄ
ソ
フ
ト
の
専
門
知
識
が
な
く
て

も
使
え
て
、
描
い
た
ア
イ
デ
ア
が

形
に
な
る
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
と
っ

て
夢
の
よ
う
な
製
品
だ
と
思
い
ま

す
。
た
だ
そ
の
活
用
に
は
、
従
来

の
よ
う
に
前
・
横
・
上
か
ら
の
三

図
面
を
起
こ
す
の
で
な
い
、
リ
ア

ル
な
デ
ー
タ
を
作
り
込
め
る
人
材

育
成
が
重
要
で
す
」。
日
本
が
も

の
づ
く
り
で
生
き
延
び
る
に
は
、

三
次
元
の
視
点
で
物
体
を
捉
え
る

力
を
、
さ
ま
ざ
ま
な
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
通
じ
て
行
う
必
要
が
あ
る

の
で
は
、
と
小
永
氏
は
強
調
し
ま

す
。

る
こ
と
に
。
こ
の
夏
発
売
予
定
の

自
社
商
品
で
は
、
蝶
番
や
リ
ム

（
レ
ン
ズ
縁
）、テ
ン
プ
ル
（
つ
る
）

の
飾
り
な
ど
に
3
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー

に
よ
る
ナ
イ
ロ
ン
製
パ
ー
ツ
を
組

み
込
ん
で
い
ま
す
。

　
「
実
は
蝶
番
な
ど
、
こ
れ
ま
で

も
樹
脂
製
の
も
の
は
た
し
か
に
あ

り
ま
し
た
。
で
も
、
フ
レ
ー
ム
の

大
き
さ
に
よ
っ
て
細
か
く
サ
イ
ズ

調
整
す
る
必
要
が
あ
り
〈
多
品
種

小
ロ
ッ
ト
〉
と
い
う
オ
ー
ダ
ー
に

は
応
え
づ
ら
か
っ
た
の
で
す
。
3

Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
な
ら
極
小
ロ
ッ
ト

で
の
製
作
も
で
き
ま
す
か
ら
、
眼

鏡
業
界
で
の
導
入
も
今
後
進
ん
で

い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

と
小
永
氏
は
予
想
し
ま
す
。

３
Ｄ
デ
ー
タ
を
作
り
込
め
る

人
材
育
成
が
急
務
、
と
強
調

　

と
こ
ろ
で
、
同
社
の
3
Ｄ
プ
リ

ン
タ
ー
活
用
で
ユ
ニ
ー
ク
な
の

は
、
3
Ｄ
デ
ー
タ
の
作
成
で
一
貫

し
て
Ｃ
Ｇ
ソ
フ
ト
を
使
っ
て
い
る

こ
と
で
す
。
小
永
氏
に
よ
る
と
、

Ｃ
Ａ
Ｄ
ソ
フ
ト
よ
り
柔
ら
か
な
フ

ォ
ル
ム
を
作
り
や
す
い
、
と
い
う

の
が
そ
の
理
由
。
汎
用
の
3
次
元

Ｃ
Ｇ
ソ
フ
ト
を
、
ウ
ェ
ブ
開
発
の

現
場
で
も
使
わ
れ
る
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
言
語
「
Ｐ
ｙ
ｔ
ｈ
ｏ
ｎ
（
パ

小
ロ
ッ
ト
対
応
の
特
徴
生
か
し

ナ
イ
ロ
ン
製
部
品
を
量
産
品
へ

　

小
永
氏
が
3
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
に

興
味
を
示
し
た
の
は
、
1 

9 

9 

0

年
代
前
半
、
県
工
業
技
術
セ
ン
タ

ー
に
3
次
元
造
型
機
が
導
入
さ
れ

た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

　
「
私
の
場
合
そ
れ
ま
で
は
、
手

書
き
ス
ケ
ッ
チ
を
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク

ソ
フ
ト
で
2
次
元
デ
ー
タ
に
す

る
、
と
い
う
流
れ
で
眼
鏡
を
デ
ザ

イ
ン
し
て
い
ま
し
た
。
で
も
、
ス

ケ
ッ
チ
を
デ
ー
タ
に
変
換
す
る
作

業
が
苦
手
で
、
早
々
に
3
Ｄ
Ｃ
Ｇ

ソ
フ
ト
を
使
い
始
め
た
の
で
す
。

パ
ソ
コ
ン
向
け
の
Ｃ
Ｇ
ソ
フ
ト
で

デ
ー
タ
を
作
り
、
工
業
技
術
セ
ン

タ
ー
に
持
っ
て
い
っ
た
こ
と
が
始

ま
り
で
し
た
」

　

最
初
に
作
っ
た
の
は
、
モ
ダ

ン
（
耳
当
て
）
の
試
作
品
。
小
永

氏
に
よ
る
と
、
モ
ダ
ン
は
セ
ル
ロ

イ
ド
や
ア
セ
テ
ー
ト
を
削
り
だ
し

て
試
作
す
る
の
が
当
時
は
一
般
的

で
、「
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
を
作
っ

て
も
、
そ
の
後
が
手
作
業
で
非
効

率
だ
っ
た
」
そ
う
で
す
。

　

3
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
の
精
度
や
扱

え
る
素
材
の
弾
力
性
・
耐
久
性
の

問
題
か
ら
試
作
中
心
で
の
活
用
だ

っ
た
同
社
も
、
近
年
の
技
術
革
新

を
受
け
て
量
産
品
に
本
格
投
入
す

企画室長　小永 幹夫 氏

高価な製造設備に依存しないものづくりを実現する「３Ｄプリンター」。近年の技術革
新で低価格化も進み、個人で買える価格帯のものも現われてきました。
その可能性に早くから着目し、自社商品への導入を模索してきたのが、福井市木田町の株
式会社オナガメガネです。1990年代からサンプル製作をメインに３Ｄプリンターを活用、
この夏発売の新商品でいよいよ量産品への投入を実現するに至りました。
これまでの過程で、プリント用データの作成ノウハウも独自に蓄積してきたという同社。
その経緯と今後の展望について、企画室長の小永幹夫氏から話を伺いました。

3 Dプリンター製パーツを
量産品に本格投入
株式会社オナガメガネ

3Ｄプリンターで作られたナイロン樹脂製のパーツ類。蝶板とリム
は、当誌表紙のメガネに使用されています。

ま
す
。
ま
た
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
自
身

が
部
品
の
強
度
に
詳
し
く
な
る
メ

リ
ッ
ト
も
生
ま
れ
ま
す
。
当
社
の

場
合
、
ア
イ
デ
ィ
ア
さ
え
あ
れ

ば
、
1
日
1
個
の
ペ
ー
ス
で
デ
ザ

イ
ン
を
起
こ
せ
る
ま
で
に
な
り
ま

し
た
。
デ
ー
タ
は
3
Ｄ
プ
リ
ン
タ

ー
や
カ
タ
ロ
グ
に
も
流
用
で
き
ま

す
か
ら
、
サ
ン
プ
ル
を
作
る
こ
と

も
少
な
く
な
り
ま
し
た
」

　

小
永
氏
は
本
業
以
外
で
も
3
Ｄ

プ
リ
ン
タ
ー
を
活
用
。
自
宅
に
は
、

3
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
で
積
層
し
た
石

膏
製
生
地
に
漆
を
施
し
た
、
四
角

い
飯
椀
や
汁
椀
が
あ
る
そ
う
で
す
。

　
「
3
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
の
普
及
で
、

株式会社オナガメガネ
http://www.onaga.co.jp
所 在 地：福井市木田町2212－2
電話番号：0776－34－1230
代 表 者：小永 純一 氏
資 本 金：1000万円
従業員数：51名
事業内容：眼鏡、光学機器卸売

ＣＧソフトでのデザイン案。詳細部分まで描き込まれています。
小永氏が製作したサンプル（商品にはなっていません）。見た目の印象より
弾力性があり、実際にかけられます。

ナイロン粉末造形システムの３Ｄプリンター外観。強度や耐久性に優れた
ものを製作でき、実製品として利用が可能です。

新しいツールがモノづくりの発想を変える

常
識
外
れ
の
形
を
し
た
物
が
次
々

生
ま
れ
る
で
し
ょ
う
ね
。
も
の
づ

く
り
の
概
念
も
ガ
ラ
リ
と
変
わ
る

は
ず
。
丁
寧
な
手
仕
事
を
す
る
方

が
職
人
と
さ
れ
て
き
た
よ
う
に
、

高
精
度
の
3
Ｄ
デ
ー
タ
を
作
れ
る

人
も
職
人
と
呼
ば
れ
る
時
代
が
来

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」
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“多様化するモノづくりのかたち”

以
前
か
ら
3
次
元
Ｃ
Ａ
Ｄ
を
導
入

し
て
お
り
、
基
本
デ
ー
タ
の
作
成

に
は
さ
ほ
ど
手
間
が
か
か
ら
な
か

っ
た
と
い
い
ま
す
。
た
だ
現
在
で

も
、
複
雑
な
曲
面
が
あ
る
部
分
な

ど
一
部
は
外
注
に
任
せ
て
い
る
状

況
で
す
。「
以
前
か
ら
取
引
の
あ

る
金
型
製
作
会
社
に
デ
ー
タ
を
作

成
し
て
も
ら
っ
て
お
り
、
細
か
い

要
望
に
も
上
手
く
応
え
て

く
れ
ま
す
。
自
社
で
は
な

か
な
か
真
似
で
き
な
い
。」

と
今
井
氏
。

　

工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
に

は
、
手
づ
く
り
試
作
品
を

読
み
取
り
Ｃ
Ａ
Ｄ
デ
ー
タ

化
で
き
る
3
Ｄ
ス
キ
ャ
ナ

な
ど
も
設
置
し
て
い
ま
す

が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
3

Ｄ
デ
ー
タ
の
作
成
が
、
3

Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
の
活
用
に

と
っ
て
カ
ギ
に
な
る
と
言

え
そ
う
で
す
。

ー
へ
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
デ
ー
タ

さ
え
あ
れ
ば
す
ぐ
に
対
応
で
き
る

と
聞
き
、
早
速
試
作
に
か
か
り
ま

し
た
。「
当
時
は
3
Ｄ
プ
リ
ン
タ

ー
と
い
う
言
葉
も
な
か
っ
た
時
代

で
す
が
、
数
時
間
で
形
に
な
る
早

さ
に
は
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。」
企

画
段
階
か
ら
製
品
に
な
る
ま
で
の

時
間
が
、
そ
れ
ま
で
に
比
べ
1
／

3
程
に
な
っ
た
と
い
い
ま
す
。「
新

製
品
の
製
作
に
お
い
て
3
Ｄ
プ
リ

ン
タ
ー
は
必
需
品
で
す
。
そ
れ
ま

で
に
も
増
し
て
デ
ザ
イ
ン
の
改
良

に
力
を
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。」

　

同
社
が
主
に
使
用
す
る
装
置
は

「
光
造
形
シ
ス
テ
ム
」
の
3
Ｄ
プ

リ
ン
タ
ー
。
液
体
樹
脂
に
紫
外
線

レ
ー
ザ
ー
を
照
射
し
積
層
造
形
す

る
シ
ス
テ
ム
で
、
高
い
精
度
で
造

形
で
き
る
の
が
特
長
で
す
。
同
社

製
品
の
よ
う
に
、
外
部
の
形
状
だ

け
で
な
く
、
内
部
の
精
密
部
品
の

収
ま
り
を
確
認
で
き
る
こ
と
も
あ

り
、
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
で
も
最

も
多
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

カ
ギ
と
な
る

「
３
Ｄ
デ
ー
タ
」
作
成

　

当
然
な
が
ら
、
3
Ｄ
プ
リ
ン
タ

ー
で
の
試
作
に
は
3
Ｄ
デ
ー
タ
の

作
成
は
不
可
欠
で
す
。
同
社
で
は

圧
倒
的
な
効
率
ア
ッ
プ

３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
に
よ
る

時
短
効
果

　

染
み
抜
き
機
メ
ー
カ
ー
と
し
て

昭
和
60
年
に
創
業
し
た
同
社
。
ど

う
し
た
ら
綺
麗
な
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

を
実
現
で
き
る
か
、
を
一
貫
し
て

求
め
て
き
ま
し
た
。
以
後
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
事
業
に
本
格
参
入
し
、
エ

ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
と
直
接
向
き
合
う

中
で
そ
の
思
い
を
よ
り
強
く
し
て

い
き
ま
し
た
。「
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

機
器
の
使
い
勝
手
を
良
く
す
る
に

は
、
デ
ザ
イ
ン
は
非
常
に
重
要
で

す
。」
今
井
氏
は
染
み
抜
き
機
を

手
に
、
握
り
方
一
つ
で
汚
れ
に
対

し
て
の
照
射
角
度
が
変
わ
り
、
染

み
の
落
ち
方
に
も
影
響
す
る
こ
と

を
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
「
当
時
は
2
次
元
の
図
面
を
元

に
木
型
を
作
っ
て
形
を
検
討
し
て

い
ま
し
た
。
木
型
メ
ー
カ
ー
と
の

や
り
取
り
を
重
ね
、
平
均
し
て
3

〜
4
回
の
手
直
し
を
繰
り
返
し
、

そ
れ
を
元
に
で
き
上
が
っ
た
金
型

を
微
調
整
し
て
よ
う
や
く
完
成
と

い
う
流
れ
で
す
。」
1
つ
の
製
品

を
開
発
す
る
の
に
ず
い
ぶ
ん
と
時

間
を
要
し
た
と
い
い
ま
す
。

　

同
社
が
3
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
を
初

め
て
試
作
に
使
っ
た
の
は
今
か
ら

10
年
ほ
ど
前
。
工
業
技
術
セ
ン
タ

試
作
の
コ
ス
ト
削
減
に

効
果
を
発
揮

フ
ル
カ
ラ
ー
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー

　

一
昨
年
、
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー

の
3
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
を
新
聞
記
事

で
知
っ
た
同
社
の
化
粧
品
部
門

は
、
相
談
の
上
、
す
ぐ
に
ヘ
ア
オ

イ
ル
の
ボ
ト
ル
デ
ザ
イ
ン
の
検
討

に
3
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
の
使
用
を
決

め
ま
し
た
。「
そ
れ
ま
で
は
容
器

メ
ー
カ
ー
に
モ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
作

成
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
。」

と
川
端
氏
。
ワ
ッ
ク
ス
削
り
出
し

や
Ａ
Ｂ
Ｓ
樹
脂
、
木
ま
で
、
案
件

に
合
わ
せ
て
素
材
も
さ
ま
ざ
ま
だ

っ
た
と
の
こ
と
。
安
い
も
の
で
も

2
〜
3
万
円
、
高
価
な
も
の
で

10
万
円
と
い
う
も
の
も
あ
っ
た
と

い
い
ま
す
。

　
「
こ
の
ヘ
ア
オ
イ
ル
ボ
ト
ル
の
試

作
で
は
、
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
を
少

し
ず
つ
変
え
た
20
パ
ー
ツ
を
一
気

に
作
成
し
ま
し
た
。
材
料
費
と
3

Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
の
稼
働
時
間
で
料

金
が
決
ま
る
た
め
、
一
度
に
た
く

さ
ん
試
作
し
た
ほ
う
が
得
に
な
り

ま
す
。
こ
れ
だ
け
作
っ
て
、
1
万

円
も
か
か
ら
な
い
程
度
で
し
た
。」

　

同
社
の
使
用
し
た
フ
ル
カ
ラ
ー

3
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
は
一
般（
紙
用
）

の
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
プ
リ
ン
タ
ー

の
立
体
版
と
い
っ
た
も
の
。
石
こ

県工業技術センターでは、さまざまな製造・試作の要望に応えられるよう、５種類の３Dプ
リンターを用意し、また、県内の企業に広く活用いただきたく技術相談にも対応しています。
ここでは、商品開発のため積極的に同センターを活用している２企業に、３Dプリンタ
ー使用までの経緯と、もたらした効果について伺いました。

モノづくりの常識を覆す 3Ｄプリンター

代表取締役　今井 和洋 氏

デミ　コスメティクスカンパニー
品質保証本部　商品制作グループ
川端 美紀 氏 株式会社ケーアイ日華化学株式会社

株式会社ケーアイ
http://rarosa.com
所 在 地：坂井市丸岡町羽崎12－16－19
電話番号：0776－67－1777
代 表 者：今井 和洋 氏
資 本 金：1,000万円
従業員数： 6名

（㈱ケーアイラボ26名）
事業内容：クリーニング機器の製造
　　　　　婚礼衣裳クリーニング

クリーニングガン持ち手部分の試作品と完成品（右）試作の度に改良され、完成
型に近づいています。粉の中から試作品を取り出す作業ボトル下部の模様は金型段階での検討となった

う
粉
に
色
付
き
の
接
着
剤
を
噴
射

し
、
積
層
造
形
し
て
い
く
シ
ス
テ

ム
で
す
。
精
度
が
低
く
精
密
な
作

り
込
み
に
は
向
か
な
い
も
の
の
、

着
色
が
で
き
る
こ
と
や
コ
ス
ト
を

低
く
抑
え
ら
れ
る
こ
と
な
ど
メ
リ

ッ
ト
は
多
く
あ
り
ま
す
。

　
「
夕
方
に
デ
ー
タ
を
送
れ
ば
、

次
の
朝
に
は
完
成
し
て
い
ま
す
。

粉
の
中
か
ら
試
作
品
を
取
り
出

し
、
粉
を
払
い
、
補
強
の
た
め
に

硬
化
剤
を
刷
毛
で
塗
っ
て
で
き
上

が
り
で
す
。」
作
業
に
多
少
手
間

は
か
か
る
も
の
の
、さ
な
が
ら「
発

掘
」
を
し
て
い
る
よ
う
で
な
か
な

か
楽
し
い
作
業
だ
と
話
し
て
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
で

変
わ
る
「
試
作
」
の
意
味

　

3
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
を
使
い
始
め

る
ま
で
は
、
ボ
ト
ル
の
デ
ザ
イ
ン

を
検
討
す
る
際
、
2
次
元
デ
ー
タ

で
社
内
や
容
器
メ
ー
カ
ー
と
の
や

り
取
り
を
し
て
い
ま
し
た
。
容
器

メ
ー
カ
ー
に
依
頼
し
作
成
し
た
モ

ッ
ク
ア
ッ
プ
も
、
あ
く
ま
で
2
次

元
デ
ー
タ
最
終
案
時
点
の
確
認
の

た
め
の
も
の
で
あ
り
、
平
面
と
立

体
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
感
じ
た
と
い
い

ま
す
。

　

3
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
の
導
入
以
降

は
、
試
作
の
意
味
が
変
わ

り
ま
し
た
。
立
体
と
な
っ

て
手
に
持
て
る
状
態
で
や

り
取
り
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
と
い
え
ま
す
。「
開

発
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て

い
る
美
容
師
の
方
か
ら
、

ボ
ト
ル
の
持
ち
や
す
さ
や

デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
直
接

意
見
を
も
ら
い
や
す
く
な

り
ま
し
た
。
置
い
た
と
き

の
安
定
感
な
ど
、
2
次
元

で
は
分
か
ら
な
い
検
討
も

で
き
、
製
品
に
反
映
で
き

ま
す
。」
ま
た
、
製
品
の

箱
の
設
計
に
早
い
段
階
か

ら
取
り
か
か
る
こ
と
が
可

能
に
な
っ
た
と
い
い
ま

す
。

　

自
社
で
ま
だ
ま
だ
3
Ｄ

デ
ー
タ
を
作
成
で
き
る
人

材
が
不
足
し
て
い
る
な

ど
、
課
題
は
ま
だ
あ
る
と

い
う
も
の
の
、
3
Ｄ
プ
リ

ン
タ
ー
で
の
試
作
を
、
現

時
点
で
の
ベ
ス
ト
ア
ン
サ

ー
と
同
社
は
と
ら
え
て
い

ま
す
。

日華化学株式会社
http://nicca.co.jp
所 在 地：福井市文京4丁目23－1
電話番号：0776－24－0213
代 表 者： 江守 康昌 氏
資 本 金：2,898,545千円
従業員数：1,182名
事業内容：繊維工業、各種工業用化学品

および化粧品の製造・販売

新しいツールがモノづくりの発想を変える
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作
り
が
安
心
・
信
頼
と
い
う
キ
ー

ワ
ー
ド
で
こ
こ
ま
で
発
展
し
た
根

底
に
は
、
細
部
に
こ
だ
わ
り
最
上

の
も
の
を
作
ろ
う
と
し
た
「
オ
ー

バ
ー
ス
ペ
ッ
ク
」
の
心
意
気
が
あ

っ
た
か
ら
、
と
増
永
氏
は
語
り
ま

す
。「

地
場
産
業
」
と
し
て
、

鯖
江
で
眼
鏡
を
つ
く
る
意
義

　

3
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
を
は
じ
め
と

す
る
新
し
い
技
術
に
つ
い
て
尋
ね

る
と
増
永
氏
は
こ
う
断
言
し
ま
し

た
。「
デ
ー
タ
を
入
力
さ
え
す
れ

ば
カ
タ
チ
あ
る
も
の
が
で
き
上
が

る
…
す
ご
い
こ
と
で
す
。
し
か
し

機
械
の
持
つ
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
ー
に

頼
る
こ
と
は
、
す
な
わ
ち
諸
外
国

に
簡
単
に
真
似
さ
れ
る
こ
と
に
つ

な
が
る
。
機
械
が
い
か
に
進
歩
し

よ
う
と
、
手
作
業
は
必
ず
残
り
ま

す
。」
掛
け
心
地
や
フ
ィ
ッ
ト
感

な
ど
数
値
化
で
き
な
い
も
の
を
手

作
業
で
実
現
す
る
、
そ
ん
な
究
極

の
ア
ナ
ロ
グ
を
目
指
し
た
答
え
が

「
歩
」
の
眼
鏡
な
の
で
す
。

　

ま
た
、
増
永
氏
が
社
員
に
対
し

て
常
に
伝
え
る
言
葉
が
あ
る
と
い

い
ま
す
。「
毎
日
何
千
枚
の
眼
鏡

を
作
っ
て
も
、
お
客
様
が
手
に
す

る
の
は
た
っ
た
1
枚
」
こ
の
思
い

が
今
日
ま
で
の
眼
鏡
産
地
と
し
て

日
本
の
モ
ノ
づ
く
り
の
真
髄
は

「
オ
ー
バ
ー
ス
ペ
ッ
ク
」に
あ
る

　

同
社
が
2 

0 

0 

0
年
に
打
ち

出
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド

「
歩
」。
現
在
の
セ
ル
枠
に
主
に
用

い
ら
れ
る
ア
セ
テ
ー
ト
で
は
な

く
、
古
く
か
ら
使
わ
れ
て
き
た
セ

ル
ロ
イ
ド
製
に
こ
だ
わ
り
、
1
枚

1
枚
手
作
業
で
仕
上
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。
セ
ル
ロ
イ
ド
は
ア
セ
テ
ー

ト
に
比
べ
固
く
、
変
形
し
に
く
い

特
長
が
あ
る
半
面
、
作
り
手
に
と

っ
て
は
非
常
に
扱
い
づ
ら
く
生
産

性
に
劣
り
ま
す
。

　

中
国
製
の
眼
鏡
と
の
差
は
ど
こ

に
あ
る
の
か
？
と
の
問
い
に
「
見

た
目
に
は
30
㎝
ま
で
近
づ
か
な
い

と
差
が
分
か
ら
な
い
程
度
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。し
か
し
手
に
と
っ
て
、

使
っ
て
み
る
と
そ
の
良
さ
が
必
ず

わ
か
り
ま
す
。
手
間
が
か
か
っ
て

も
経
年
変
化
に
強
い
セ
ル
ロ
イ
ド

を
使
う
こ
と
や
、
卸
値
が
10
倍
の

ネ
ジ
を
使
う
の
も
、
お
客
様
に
良

い
も
の
を
永
く
使
っ
て
も
ら
い
た

い
と
の
思
い
か
ら
で
す
。」
と
増

永
氏
。「
親
子
で
「
歩
」
の
眼
鏡

を
愛
用
し
て
く
れ
る
な
ど
、
製
品

を
ち
ゃ
ん
と
見
て
く
れ
て
い
る
お

客
様
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
が
、

や
る
気
に
つ
な
が
り
ま
す
。」

　

眼
鏡
に
限
ら
ず
、
日
本
の
モ
ノ

機械生産が当たり前の眼鏡業界において、手作業でのセル枠づくりにこだわる同社。か
けた瞬間から感じる優しいフィット感に、自社ブランド眼鏡「歩

あゆみ

」のファンも増えつつ
あります。このたび同社のモノづくりは、「ふくい手しごと」として福井県の認定を受
けました。
効率化の追求から離れ、手しごとにこだわる同社の思いについて、代表取締役の増永　
昇司氏に伺いました。

「何千枚の眼鏡を作っても、お客様が手にするのは
たった 1枚」手しごとに宿るモノづくりの「心」
株式会社マコト眼鏡

代表取締役　増永 昇司 氏

株式会社マコト眼鏡
http://ayumi-brand.co.jp
所 在 地：鯖江市丸山町2－5－16
電話番号：0778－51－5063
代 表 者：増永 昇司氏
資 本 金：1,000万円
従業員数：18名
事業内容：眼鏡フレーム製造

の
福
井
を
支
え
た
源
と
い
い
ま

す
。
手
間
を
惜
し
ま
ず
、
と
き
に

は
採
算
性
に
目
を
つ
む
っ
て
で

も
、
顧
客
に
満
足
し
て
も
ら
え
る

よ
う
な
モ
ノ
づ
く
り
が
し
た
い
。

こ
う
し
た
軸
と
な
る
思
い
な
し
に

は
福
井
で
眼
鏡
を
作
り
続
け
る
意

義
が
な
い
と
増
永
氏
は
考
え
ま

す
。

　

明
治
に
産
地
の
礎
を
築
い
た
増

永
五
左
衛
門
氏
（
社
長
の
曽
祖
父

に
あ
た
り
ま
す
）
の
イ
ズ
ム
を
継

承
し
つ
つ
、
ブ
ラ
ン
ド
の
15
周
年

を
記
念
す
る
新
た
な
商
品
開
発
を

検
討
し
て
い
る
同
社
。
そ
の
商
品

は
現
代
的
で
独
自
の
ア
イ
デ
ア
に

あ
ふ
れ
た
も
の
で
す
。
軸
足
は
し

っ
か
り
、
発
想
は
や
わ
ら
か
く
。

増
永
氏
の
目
指
す
「
伝
統
の
未
来

形
」
を
体
現
す
る
同
社
で
す
。

福井の職人技を紹介

「ふくいの手しごと」認定企業
　福井県には歴史や風土の中で、長年にわたり県民から親しまれ、県民の生活を支えてきた製品や技術がたくさんあります。
県はこのたびそういった工業製品などを「ふくいの手しごと」として、102件（「ふくい産業遺産」を含める）認定しました。
　ここでは認定された中から、株式会社マコト眼鏡以外の、 4つの事例をご紹介します。

福井の繊維業を支える要の部材

広幅織機用シャトル
シャトル織機での織布に用いら
れる、左右に動き、経糸に緯糸
を通すための道具。本体には堅
い木材（樫

かし

、シデ等。必要に応
じて圧縮や樹脂注入により強度
を更に高める）を用い、用途に合わせて、底面や側面にファイバー樹脂
を貼り付け、滑りやすくしてある。織機の種類や使用する糸に合わせ、
様々な種類がある。

機械では出せないハンドメイドの魅力

紳士服
思い通りの立体感を出すために、
手縫いを中心に仕上げている。
仮縫いでは、一人ひとり異なる
体に合うようにゆとり量を調整
し、必要に応じて中仮縫いをす
るなど、妥協することなく丁寧に仕上げている。時代に逆行するような
「こだわり」を大切にしつつも流行を取り入れながら、顧客に沿ったス
タイルを提案している。

世界中の鍵盤楽器奏者が愛用

マリンバ
原材料から製品まで、徹底的に
品質にこだわった一貫製造を行
っている。原材料は音板に適し
た太く真っ直ぐなメキシコ産の
ホンジュラスローズウッドのみ
を現地で厳選して原木の状態で買い付ける。専門の職人が長年の経験を
活かして音板に適した箇所（全体の30％）を切り出し、それをさらに 6
段階にランク分けしている。木によって微妙に音が異なるため、職人が
自分の耳で何度も音を確かめながら、手作業で音板の裏側を少しずつ削
り、仕上げの微調整を行っている。

プロの要望に技術で応える

理美容はさみ
世界理容競技大会日本代表選手
も使用する精巧さが特徴。その
技術のベースとなっているのは、
刃の裏側をわずかにえぐり、微
妙なひねりを生み出す「裏スキ
加工」。プロ理美容師のハイレベルな要求に応えるため、個別受注生産
により熟練した職人が高い技術力で一丁一丁手作りで仕上げている。

・㈱シャトル　〒915－0801 越前市家久町87／TEL：0778－23－1188
・㈱小林シャットル工業所　〒910－0134 福井市上野本町6－8／TEL：0776－56－130
・福井機料工業㈱　〒910－0854 福井市御幸1－5－22／TEL：0776－24－0056

・テーラーヨシダ　〒914－0076 敦賀市元町18－12／TEL：0770－22－1205
・テーラー矢部　〒916－0052 鯖江市深江町4－13／TEL：0778－52－1818
・服匠中井　〒914－0076 敦賀市元町14－22／TEL：0770－22－1009

・㈱こおろぎ社　〒916－0144 丹生郡越前町佐々生38－9－1／TEL：0778－34－2333・㈲シザース内山　〒912－0014 大野市中保5－1－5／TEL：0779－65－3847

model 036
テンプル側面に手作業による大胆なカットを施し、光と影を演出。
白いライン部分はギターピック用のセルロイドを使用（眼鏡用として
は流通していない色だそうです）するこだわりの逸品です。

デジタル化できない分野で光る“職人技”

現在も受け継がれる職人技。一番難しい工程の「磨き」（写真右）がセル枠の持ち味を引き出します。
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“多様化するモノづくりのかたち”

　
「
眼
鏡
も
ま
だ
ま
だ
有

望
で
、
県
が
企
業
誘
致
に

乗
り
出
し
て
い
る
ウ
ェ
ア

ラ
ブ
ル
端
末
の
分
野
に
お

お
い
に
期
待
し
て
い
ま

す
。
眼
鏡
は
も
と
も
と
工

程
が
多
く
、
形
状
も
不
安

定
で
製
造
を
自
動
化
し
づ

ら
い
製
品
。
大
手
企
業
が

レ
ン
ズ
以
外
に
目
立
っ
た

動
き
で
眼
鏡
業
界
に
参
入

し
て
こ
な
い
の
も
、
大
量

生
産
に
向
い
て
い
な
い
と

の
理
由
が
あ
る
か
ら
で

す
。
チ
タ
ン
ク
リ
エ
イ
タ

ー
福
井
の
よ
う
な
、
中
小

企
業
の
連
合
体
が
フ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
生
か
せ
る
場
面

は
ま
だ
ま
だ
あ
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
」

伸
び
が
期
待
で
き
る

医
療
・
Ｉ
Ｔ
分
野
に
注
目

　

異
業
種
と
の
つ
な
が
り
を
広
げ

る
た
め
の
要
件
と
し
て
白
崎
氏

は
、〈
ス
ピ
ー
ド
〉
を
挙
げ
ま
す
。

チ
タ
ン
ク
リ
エ
イ
タ
ー
福
井
で

は
、
新
規
の
見
積
も
り
依
頼
に
対

し
て
3
時
間
以
内
の
回
答
を
原
則

と
し
て
い
ま
す
。

　
「
成
約
率
の
伸
び
は
ま
だ
ま
だ

こ
れ
か
ら
で
す
。
眼
鏡
業
界
以
外

の
〈
通
り
相
場
〉
が
つ
か
め
て
お

ら
ず
、
コ
ス
ト
面
か
ら
見
送
り
に

な
る
ケ
ー
ス
も
少
な
く
な
い
の

で
。
毎
週
水
曜
日
の
例
会
で
〈
断

ら
れ
た
理
由
〉
を
メ
ン
バ
ー
内
で

共
有
し
、
装
置
や
工
数
の
工
夫
な

ど
で
カ
バ
ー
で
き
る
こ
と
を
話
し

合
い
な
が
ら
、
成
約
率
向
上
に
つ

な
げ
た
い
で
す
」

　

今
後
の
伸
び
を
期
待
す
る
の
は

医
療
機
器
分
野
。
す
で
に
部
材
供

給
で
医
療
機
器
と
関
わ
り
を
持
っ

て
い
る
メ
ン
バ
ー
企
業
も
あ
り
ま

す
が
、
本
格
的
に
は
ま
だ
ま
だ
こ

れ
か
ら
。
現
在
、
医
療
機
器
の
品

質
保
証
に
か
か
る
国
際
標
準
規
格

「
Ｉ
Ｓ
Ｏ
1 

3 

4 

8 

5
」
の
認
定
に

挑
戦
し
て
い
る
企
業
が
あ
り
、
認

定
取
得
を
機
に
、
そ
の
分
野
へ
の

取
り
組
み
を
加
速
さ
せ
る
意
向
で

す
。

製
品
な
ど
、メ
ン
バ
ー
各
社
が〈
眼

鏡
＋
別
業
種
〉
の
取
引
体
制
を
構

築
。
最
近
で
は
、
南
越
前
町
在
住

の
チ
ェ
ン
バ
ロ
職
人
か
ら
「
弦
を

支
え
る
ピ
ン
を
作
っ
て
ほ
し
い
」

と
の
依
頼
が
あ
り
、
楽
器
分
野
へ

の
開
拓
の
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し

た
。
企
業
連
合
の
活
動
や
、
メ
ン

バ
ー
各
社
の
取
り
組
み
、
新
た
に

生
ま
れ
た
製
品
と
い
っ
た
情
報
を

伝
え
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
も
、
月
間

3 

0 

0 

0
件
を
越
え
る
ア
ク
セ
ス

数
を
記
録
。
白
崎
氏
は
「
メ
ン
バ

ー
企
業
の
取
り
組
み
や
実
績
を
高

い
頻
度
で
情
報
発
信
す
る
こ
と

で
、
新
た
な
引
き
合
い
を
呼
び
込

む
効
果
に
つ
な
が
っ
て
い
る
」
と

話
し
ま
す
。

業
態
を
見
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
そ
れ
ら
が
連
合
体
を
作

り
〈
1
つ
の
工
場
〉
と
し
て
機
能

す
れ
ば
、
1
社
で
対
応
し
き
れ
な

い
案
件
に
も
応
え
ら
れ
、
異
業
種

と
の
パ
イ
プ
作
り
に
つ
な
が
る
は

ず
、
と
白
崎
氏
は
考
え
た
わ
け
で

す
。積

極
的
な
発
信
が
奏
功
し

Ｈ
Ｐ
閲
覧
数
は
月
３
千
件
超

　

グ
ル
ー
プ
最
初
の
事
業
は
、

2 

0 

0 

9
年
7
月
に
開
か
れ
た『
難

加
工
技
術
展
2 

0 

0 

9
』（
会
場
・

ポ
ー
ト
メ
ッ
セ
な
ご
や
）
へ
の
出

展
。
超
微
細
加
工
や
超
精
密
加
工

な
ど
得
意
技
術
を
披
露
す
べ
く
準

備
を
進
め
、
3
日
に
わ
た
る
展
示

会
に
臨
み
ま
し
た
。

　
「
会
場
で
の
反
応
は
ま
ず
ま
ず

だ
っ
た
の
で
す
が
、
実
際
の
受
注

は
今
一
つ
と
い
う
結
果
で
し
た
。

理
由
と
し
て
、
当
初
の
5
社
で
対

応
し
き
れ
な
い
引
き
合
い
が
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
そ
こ
で
さ
ら
に
周
り
に
呼
び

か
け
、
プ
レ
ス
と
表
面
加
工
、
2

社
に
メ
ン
バ
ー
と
し
て
加
わ
っ
て

も
ら
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
」

　

7
社
の
企
業
連
合
と
な
っ
た
こ

と
で
対
応
範
囲
も
拡
大
し
、
医
療

器
具
や
釣
り
具
、
自
転
車
、
家
電

分
業
制
の
強
み
生
か
し

産
地
を〈
１
つ
の
工
場
〉に

　

同
グ
ル
ー
プ
は
2 

0 

0 

8
年
10

月
に
ス
タ
ー
ト
。
中
国
製
眼
鏡
枠

の
輸
入
が
増
大
し
、
2 

0 

0 

0
年

頃
よ
り
純
国
産
の
眼
鏡
枠
シ
ェ
ア

に
縮
小
傾
向
が
見
ら
れ
た
こ
と
か

ら
、
鯖
江
市
に
拠
点
を
置
く
5
つ

の
チ
タ
ン
関
連
企
業
が
タ
ッ
グ
を

組
み
ま
し
た
。
ス
タ
ー
ト
当
時
の

参
加
企
業
は
、
▽
有
限
会
社
小
林

眼
鏡
工
業
所
▽
株
式
会
社
西
村
金

属
▽
株
式
会
社
ニ
ッ
セ
イ
▽
有
限

会
社
北
陸
ベ
ン
デ
ィ
ン
グ
▽
有
限

会
社
鑞ろ

う

付
屋
（
以
上
五
十
音
順
）

の
5
社
。

　
「
居
酒
屋
で
の
雑
談
が
き
っ
か

け
で
し
た
。
眼
鏡
作
り
は
も
と
も

と
分
業
制
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
企
業

が
優
れ
た
技
術
を
持
っ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
〈
同
業
種
・
異
業
態
〉

で
集
積
し
て
き
た
産
地
を
、
眼
鏡

以
外
の
〈
異
業
種
〉
へ
展
開
で
き

な
い
か
、
と
話
が
盛
り
上
が
っ
た

ん
で
す
」。
白
崎
氏
は
当
時
を
振

り
返
り
ま
す
。

　

分
業
と
い
う
観
点
で
チ
タ
ン
関

連
企
業
を
見
る
と
、
同
社
の
よ
う

に
材
料
調
達
す
る
企
業
、
表
面
処

理
を
得
意
と
す
る
企
業
、
異
種
金

属
と
の
鑞ろ

う

付
（
接
着
）
を
専
門
と

す
る
企
業
…
…
と
、
さ
ま
ざ
ま
な

軽量で耐食性や強度に優れる金属材料「チタン合金（以下「チタン」）」。世界有数の眼
鏡枠産地である本県では、1980年代からチタンの特長を生かした製品づくりが行われ
ています。
その需要を拡大すべく結成されたのが『チタンクリエーター福井』。チタンの切削や鍛造、
表面加工など業態の違う７社による企業連合（グループ）で、「産地のノウハウを異業
種に」と、展示会出展や共同受注によるものづくり活動を行っています。結成の経緯や
活動内容、今後の目標について、事務局の白﨑武健氏（株式会社ニッセイ 代表取締役
社長）に話を伺いました。

各社の強みを持ち寄り
企業連携で総合力を発揮
チタンクリエーター福井

チタンクリエーター福井
http://www.tic-fukui.jp
所 在 地：鯖江市田所町108－2（株式会社ニッセイ内 事務局）
電話番号：0778－53－0810
代 表 者：大井 範夫 氏（株式会社美装ジャパン 代表取締役）
会員企業： 7社

代表取締役　白﨑 武健 氏 メガネで培った精密なプレス加工技術展示会に向けての会議の様子全国から注文に対応し、ストックされるチタン製部品

同グループのチタン製部材が採用されたフィッシングリール。
ベールアームと呼ばれるU字型部品で、軽量で強度があることが求め
られます。

中小企業が作る“仮想大企業”
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“多様化するモノづくりのかたち”

大
き
か
っ
た
」
と
三
木
氏
。
こ
の

取
組
み
が
多
く
の
メ
デ
ィ
ア
で
取

り
上
げ
ら
れ
る
と
い
う
広
告
戦
略

ま
で
も
担
い
、
さ
ら
に
多
く
の
支

援
者
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
た
と

い
い
ま
す
。

　

社
名
の
ｅ
ｎ
ｍ
ｏ

ｎ
ｏ
は「
人
の
ご
縁
」

が
由
来
。
人
と
人
を

つ
な
い
で
、
草
の
根

的
に
新
し
い
も
の
が

生
ま
れ
て
い
く
こ
と

に
、
三
木
氏
自
身
の

ワ
ク
ワ
ク
も
あ
る
よ

う
で
す
。

を
必
死
で
考
え
ま
す
。
ど
ん
な
写

真
を
掲
載
す
れ
ば
い
い
か
。
動
画

で
は
何
を
紹
介
す
る
か
。
イ
ベ
ン

ト
は
開
催
で
き
な
い
か
…
こ
こ
を

努
力
す
る
と
、
ア
イ
デ
ア
は
も
ち

ろ
ん
、
緻
密
に
原
価
計
算
し
た
り
、

Ｗ
Ｅ
Ｂ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
ま
で
覚

え
た
り
、
普
通
の
製
造
業
で
は
で

き
な
い
よ
う
な
経
営
者
と
し
て
の

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
が
で
き
ま
す
。」

　
ｚ
ｅ
ｎ
ｍ
ｏ
ｎ
ｏ
で
の
掲
載
を

き
っ
か
け
に
、
横
浜
市
に
本
社
を

構
え
る
精
密
ば
ね
の
専
門
メ
ー
カ

ー
、
五
光
発
條
株
式
会
社
は
、
ば

ね
ブ
ロ
ッ
ク
「
Ｓ
ｐ
Ｌ
ｉ
ｎ
ｋ
」

の
販
売
に
成
功
し
ま
し
た
。
普
段

は
カ
メ
ラ
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
周
り
や

ス
ラ
イ
ド
式
の
携
帯
電
話
に
使
わ

れ
る
ば
ね
を
生
産
し
て
い
る
町
工

場
で
す
。
商
品
開
発
は
自
社
の
ノ

ウ
ハ
ウ
で
可
能
で
し
た
が
、〝
Ｂ
to

Ｂ
〞
と
い
わ
れ
る
対
メ
ー
カ
ー
と

の
企
業
間
取
引
し
か
し
て
こ
な
か

っ
た
同
社
に
と
っ
て
、
一
般
消
費

者
向
け
に
行
う
〝
Ｂ
to
Ｃ
〞
の
経

験
が
全
く
な
く
、
売
り
方
が
分
か

ら
な
い
こ
と
が
ネ
ッ
ク
で
し
た
。

　
「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
な
ど
で
製
品

に
対
す
る
熱
意
が
伝
わ
っ
た
の

か
、
最
終
的
に
見
事
に
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
成
功
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
で
販
売
支
援
も
求
め
た
こ
と
が

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を

通
じ
て
経
営
者
が
成
長

　

中
小
企
業
の
中
に
は
、
下
請
的

な
仕
事
で
は
な
く
自
分
で
製
品
を

生
み
出
し
、「
独
立
自
尊
」
の
モ

ノ
づ
く
り
を
し
た
い
と
考
え
る
経

営
者
も
少
な
く
な
い
と
三
木
氏
は

言
い
ま
す
。
同
社
は
こ
れ
ま
で
の

大
量
生
産
、
大
量
消
費
と
は
対
極

の
概
念
の
「
マ
イ
ク
ロ
モ
ノ
づ
く

り
」
を
提
唱
し
、
そ
ん
な
経
営
者

の
背
中
を
押
し
て
き
ま
し
た
。

　

三
木
氏
は
ｚ
ｅ
ｎ
ｍ
ｏ
ｎ
ｏ
の

目
的
は
資
金
調
達
だ
け
で
は
な
く
、

経
営
者
の
自
立
に
あ
る
と
も
考
え

て
い
ま
す
。「
パ
ッ
と
出
て
き
た
ア

イ
デ
ア
だ
け
で
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

を
行
う
わ
け
で
は
な
く
、
約
2
ヵ

月
間
、
私
た
ち
も
一
緒
に
勉
強
し

て
〝
ど
う
す
れ
ば
上
手
く
い
く
か
〞

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
資
金
の
み

を
募
る
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
が
既
に
無
数
に
乱
立
し
て
い
る

中
、
町
工
場
や
個
人
が
、
企
画
か

ら
製
造
、販
売
ま
で
行
え
る
「
場
」

を
つ
く
る
こ
と
を
目
指
し
た
同
社

は
異
色
の
存
在
と
い
え
ま
す
。

　

サ
イ
ト
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
掲

載
す
る
際
、
一
般
的
な
書
類
審
査

の
他
、
必
ず
面
談
を
行
う
と
い
い

ま
す
。「
情
熱
を
知
り
た
い
、
と

い
う
の
が
大
き
い
で
す
ね
。
ア
イ

デ
ア
、
お
金
、
能
力
だ
け
で
は
モ

ノ
は
で
き
な
い
。
場
所
や
人
も
必

要
で
す
し
、
や
り
遂
げ
る
こ
と
は

容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
に

起
案
者
の
お
人
柄
か
ら
判
断
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
最
適
な
町
工
場
の

社
長
さ
ん
な
ど
と
お
引
き
合
わ
せ

し
て
い
ま
す
。〝
相
性
の
良
し
悪

し
〞
は
大
事
で
、
僕
ら
や
他
の
工

場
さ
ん
と
相
性
が
悪
い
と
、
ビ
ジ

ネ
ス
に
な
ら
な
い
ん
で
す
。」
ま

た
、
仮
に
目
標
金
額
ま
で
集
め
ら

れ
な
か
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

も
、
お
金
以
外
に
必
要
な
人
的
資

源
は
そ
の
ま
ま
継
続
し
て
募
集
が

で
き
、
モ
ノ
づ
く
り
の
情
熱
が
あ

れ
ば
、
何
度
で
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
で

き
る
と
い
う
シ
ス
テ
ム
と
な
っ
て

い
ま
す
。

モ
ノ
づ
く
り
に
特
化
し
た

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

　

も
し
も
何
か
素
晴
ら
し
い
プ
ロ

ダ
ク
ト
の
ア
イ
デ
ア
を
思
い
つ
い

た
時
、
そ
れ
が
自
社
だ
け
で
は
作

れ
な
い
も
の
だ
っ
た
ら
、
量
産
を

手
伝
っ
て
く
れ
る
町
工
場
や
デ
ザ

イ
ナ
ー
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
専

門
家
な
ど
と
は
、
ど
う
や
っ
て
知

り
合
え
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
れ
に
応
え
る
た
め
に
同
社

は
、
モ
ノ
づ
く
り
に
特
化
し
た
ク

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
サ
イ
ト

「
ｚ
ｅ
ｎ
ｍ
ｏ
ｎ
ｏ
」
を
運
営
し

て
い
ま
す
。
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ

ィ
ン
グ
と
は
、ク
ラ
ウ
ド
（
大
衆
）

と
資
金
調
達（
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
）

を
合
わ
せ
た
造
語
で
、
ソ
ー
シ
ャ

ル
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
も
呼
ば
れ

ま
す
。
あ
る
目
的
の
た
め
に
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
不
特
定
多
数

の
人
か
ら
資
金
を
集
め
る
シ
ス
テ

ム
を
指
し
、
必
要
と
す
る
金
額
が

集
ま
る
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
開
始

さ
れ
、
出
資
し
た
人
に
は
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
成
果
品
な
ど
が
還
元
さ

れ
る
、
と
い
う
も
の
が
一
般
的
で

す
。

　
ｚ
ｅ
ｎ
ｍ
ｏ
ｎ
ｏ
の
大
き
な
特

徴
と
し
て
、
一
般
的
な
「
資
金
」

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
「
資
金
以
外

（
人
的
な
）」
の
支
援
が
調
達
で
き

前頁では、チタンクリエーター福井を例に地元企業間の連携を取材しましたが、県や地
域を超えて、全国のモノづくりの現場をつなげる新しい動きもあります。ここで紹介す
る株式会社enmono（東京都）は、「ワクワクモノづくりで世界を元気にする！」を経
営理念に、クラウドファンディングサイトを立ち上げ、全国各地のモノづくりをサポー
トしています。
モノづくりに特化した同社独自のクラウドファンディング「z

ぜ ん も の

enmono」について、代
表取締役である三木康司氏に伺いました。

全国の製造業を「縁」でつなぎ、
モノづくりの情熱をカタチに。
株式会社eえ ん も のnmono

株式会社eえ ん も のnmono
http://www.enmono.jp
所 在 地：東京都渋谷区渋谷 3丁目26－16
電話番号：03－4590－0901
代 表 者：三木 康司 氏
資 本 金：1,933,7万円
従業員数： 2名
事業内容：自社製品開発支援
　　　　　経営コンサルティング事業

代表取締役　三木 康司 氏

zenmonoのイメージ図
zenmonoはモノづくりに関わるプロジェクトを一緒に進める、様々
なリソースを集めることができるmaker’s platformです。

「ワクワク・トレジャー・ハンティングチャート」
事業を考える第一歩として、三木氏がセミナー等で参加者に書いてもらう
チャートです。縦軸に「ワクワクすること」を、横軸に「自分の能力／技術」
を書きだし、アイデアのヒント（＝「宝」）を自ら見つけてもらいます。
こちらの図は、五光発條㈱の村井社長が、ばねブロック「SpLink」を開発
するきっかけになったチャートです。

中小企業の夢を現実にする、最新、資金を技術の調達術
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が
考
え
た
も
の
。
実
際
、「
こ
の

風
車
を
買
っ
て
良
い
こ
と
が
あ
っ

た
」と
言
う
リ
ピ
ー
タ
ー
も
多
く
、

同
社
の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
は
お

客
さ
ま
と
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
紹
介

し
て
い
ま
す
。

　
「
人
を
集
め
る
力
の
あ
る
こ
の

風
車
で
、
こ
れ
か
ら
福
井
県
の
Ｐ

Ｒ
に
も
協
力
で
き
た
ら
い
い
で
す

ね
。
2 

0 

2 

0
年
の
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
も
、
重
ね
重
ね（
2 

0 

2 

0

年
↓
20
と
20
）
と
い
う
意
味
で
2

連
の
風
車
と
か
け
て
何
か
で
き
た

ら
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　

未
来
へ
大
き
く
羽
ば
た
く
夢

を
、「
ま
ぁ
、
進
む
道
は
風
ま
か

せ
で
す
」
と
得
意
の
口
上
風
に
締

め
く
く
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

風
車
以
外
に
、
縁
起
物
の
『
福
来

る
』
グ
ッ
ズ
の
展
開
ま
で
広
が
り

を
み
せ
て
い
ま
す
。

独
自
の
ス
タ
イ
ル
を
貫
い
て

時
代
の
風
を
読
み
飛
躍
を
図
る

　
「
た
め
息
を
も
福
に
か
え
る
風

車
。
鬼
が
外
に
福
が
内
に
来
る
よ

う
に
、
逆
回
転
で
回
り
ま
す
」

　
『
福
来
る
ク
ル
ク
ル
風
車
』
の

人
気
の
秘
密
は
、
久
保
氏
が
発
案

し
た
こ
の
縁
起
の
良
い
口
上
に
も

あ
り
ま
す
。
半
て
ん
姿
で
キ
ャ
ッ

プ
に
風
車
を
つ
け
、
ユ
ー
モ
ア
た

っ
ぷ
り
に
語
ら
れ
る
口
上
は
、
人

を
楽
し
ま
せ
る
上
質
な
エ
ン
タ
ー

テ
イ
ン
メ
ン
ト
と
も
言
え
る
も

の
。美
術
協
力
し
た
実
写
映
画『
魔

女
の
宅
急
便
』
で
は
、
久
保
氏
自

身
も
風
車
売
り
の
エ
キ
ス
ト
ラ
と

し
て
出
演
し
て
い
ま
す
。

　
「
口
上
は
5
分
程
度
。
内
容
は
、

全
部
自
分
で
考
え
て
い
ま
す
。
自

分
で
作
っ
た
も
の
だ
か
ら
い
ろ
い

ろ
言
え
る
ん
で
す
よ
。
自
分
で
作

っ
て
自
分
で
売
る
。
こ
の
ス
タ
イ

ル
が
あ
っ
て
い
る
ん
で
し
ょ
う

ね
」

　

駄
洒
落
の
き
い
た
縁
起
の
良
い

風
車
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
も
、「
意
味

が
な
い
と
、
も
の
の
魅
力
が
半
減

し
て
し
ま
う
」
と
考
え
る
久
保
氏

と
久
保
氏
は
目
を
輝
か
せ
ま
す
。

　

実
は
、
木
製
の
風
車
は
、
江
戸

時
代
か
ら
あ
る
昔
馴
染
み
の
玩
具

の
ひ
と
つ
。
久
保
氏
は
古
い
文
献

を
探
し
、
風
車
を
背
負
っ
た
売
り

子
の
絵
を
見
な
が
ら
構
想
を
膨
ら

ま
せ
ま
し
た
。
そ
う
し
て
一
番
初

め
に
完
成
し
た
風
車
が
『
壱
福
』

で
す
。
前
方
は
も
ち
ろ
ん
、
後
方

か
ら
風
を
受
け
て
も
羽
が
回
る
構

造
で
、
羽
に
は
パ
イ
ン
材
、
持
ち

迷
惑
だ
っ
た
風
を
味
方
に
つ
け

指
物
の
職
人
技
で
風
車
を
制
作

　

も
の
づ
く
り
に
悩
む
久
保
氏
に

ヒ
ン
ト
を
く
れ
た
の
は
、
ク
ラ
フ

ト
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
の
風
景
で
し

た
。
あ
る
日
、
強
風
で
店
頭
に
並

ぶ
商
品
が
飛
ば
さ
れ
る
様
子
を
見

た
と
き
、「
あ
、
こ
の
風
を
味
方

に
つ
け
た
ら
い
い
ん
だ
。
風
車
は

ど
う
だ
ろ
う
、と
思
っ
た
ん
で
す
」

久
保
氏
は
ク
ラ
フ
ト
マ
ー
ケ
ッ
ト

で
販
売
。
し
か
し
、
売
れ
行
き
は

芳
し
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
「
原
因
は
、
そ
の
場
で
持
ち
帰
れ

る
サ
イ
ズ
じ
ゃ
な
か
っ
た
こ
と
。

も
っ
と
小
さ
い
も
の
を
作
ら
な
い

と
い
け
な
い
と
思
い
ま
し
た
」
と

振
り
返
る
久
保
氏
。
そ
の
後
、
コ

ン
パ
ク
ト
な
携
帯
用
組
立
て
木
製

正
座
椅
子
『
お
ち
ょ
き
ん
楽
や
座
』

を
作
る
も
の
の
、
今
度
は
「
組

立
て
式
は
説
明
し
な
い
と
売
れ
な

い
」
と
い
う
壁
に
当
た
り
ま
す
。

ま
た
、
眼
鏡
専
門
店
と
一
緒
に
木

製
眼
鏡
フ
レ
ー
ム
の
開
発
に
も
着

手
し
ま
し
た
が
、
1
点
も
の
ゆ
え

今
度
は
「
値
段
が
高
く
な
る
」
こ

と
が
ネ
ッ
ク
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
だ
か
ら
も
う
、
コ
ン
パ
ク
ト

で
、
説
明
も
い
ら
ず
、
値
段
も
手

頃
な
、
す
べ
て
満
た
す
も
の
を
作

ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。
発
想
の
転

換
で
す
ね
」

指
物
の
技
で
何
が
作
れ
る
か

試
行
錯
誤
の
日
々
を
続
け
て

　

指
物
と
は
、
釘
な
ど
を
使
わ
ず

に
木
を
組
み
合
わ
せ
て
作
る
和
の

家
具
や
建
具
な
ど
の
総
称
で
す
。

近
年
は
、
住
宅
の
洋
風
化
が
進

み
、
指
物
の
需
要
は
激
減
し
て
い

ま
す
。

　
「
指
物
の
仕
事
が
な
い
。
で
も
、

そ
れ
を
嘆
く
だ
け
の
1
時
間
と
、

こ
こ
に
あ
る
道
具
で
何
か
で
き
な

い
か
と
思
う
1
時
間
な
ら
、
ど
っ

ち
が
い
い
か
と
い
う
こ
と
で
す
よ
」

　

和
の
建
具
の
仕
事
が
減
る
中
、

久
保
氏
は
持
ち
前
の
豊
か
な
発
想

力
で
指
物
職
人
の
技
を
活
か
し
た

新
し
い
も
の
づ
く
り
を
模
索
し
ま

し
た
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
頃 

娘
が

誕
生
し
た
こ
と
も
あ
り
、
子
供
の

体
に
あ
っ
た
木
づ
く
り
の
椅
子
を

思
い
つ
き
ま
す
。
試
作
を
重
ね
て

完
成
し
た
『
ち
っ
チ
ャ
椅
子
』
を
、

向
か
い
風
を
力
に
変
え
る

職
人
技
を
活
か
し
た
風
車
づ
く
り

久
保
指
物
店

Vol.７

完成への
道のり

商品はどのようなプロセスで完成
されていくのか。
企業によるアイデアの創出から新
商品誕生までの開発ストーリーを
紹介します。

昭和８年創業の長い歴史を持つ久保指物店。その３代目を継承する久保 剛氏が作
る木製の風車『福来るクルクル風車』が、今、新しい縁起物として人気を集めてい
ます。“風が吹く（福）と福が回るかざぐるま”として、５年前に久保氏が制作。北陸・
近畿・東海エリアのクラフトマーケットを中心に出店するなかで話題を集め、今年
春に公開された『魔女の宅急便』の実写映画の小道具にも採用されました。「自分
で作って自分で売る」スタイルを貫く久保氏に、完成までの道のりを伺いました。

手
に
は
手
あ
か
の
つ
き
に
く
い
ク

サ
マ
キ
材
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

7
色
8
枚
の
羽
は
1
枚
約
0.6
グ
ラ

ム
。
少
し
で
も
重
さ
の
バ
ラ
ン
ス

が
変
わ
る
と
ス
ム
ー
ズ
に
回
ら
な

く
な
る
た
め
、
誤
差
を
0.01
グ
ラ
ム

に
お
さ
ま
る
よ
う
1
枚
1
枚
計
量

し
て
か
ら
組
み
立
て
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
「
た
め
息
程
度
の
風
で
回
る
風

久保 剛 氏

『ちっチャ椅子』と『おちょきん楽や座』（写真下）の制作が、『福来るクルクル風車』につながっています。

車
は
、
手
を
抜
か
な
い
緻
密
な
職

人
の
手
仕
事
だ
か
ら
作
れ
る
も

の
。
春
と
秋
は
ク
ラ
フ
ト
マ
ー
ケ

ッ
ト
を
中
心
に
販
売
に
歩
き
、
夏

と
冬
を
制
作
期
間
に
あ
て
て
い
ま

す
」

　

現
在
、『
壱
福
』
の
他
に
、
大

小
の
羽
を
重
ね
た
『
福
連
成
』
や

24
輪
の
風
車
で
で
き
た
球
体
の

『
萬
福
玉
』
な
ど
種
類
も
充
実
。

久保指物店
http://chicchair.com
facebook.com/fukukurukurukurukazaguruma
所 在 地：勝山市本町 4丁目2－28
電話番号：0779－88－1812
代 表 者：久保  剛 氏

一番人気の『壱福』を制作する久保氏。すべて手
作りで、１輪完成するのに約1日半かかるのだそう。

金津創作の森でのクラフト展の様子。楽しい口上につられ、
常に人だかりができていました。

13vol.714 vol.7



運
営
は
、
女
性
の
働
き
や
す
さ
と

も
上
手
く
噛
み
合
っ
て
い
る
と
思

い
ま
す
」

　

年
に
1
回
、
社
員
と
一
緒
に
海

外
旅
行
に
出
か
け
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

を
高
め
る
こ
と
も
。そ
の
一
方
で
、

水
野
氏
は
毎
年
自
ら
経
営
計
画
書

を
作
成
し
、
ス
タ
ッ
フ
の
ベ
ク
ト

ル
が
ず
れ
な
い
よ
う
配
慮
し
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
月
1
回
、
全
ス

タ
ッ
フ
参
加
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を

行
い
、
方
向
性
を
確
認
。
勉
強
会

や
セ
ミ
ナ
ー
受
講
な
ど
も
後
押
し

売
上
も
安
定
し
、
高
い
収
益
を
生

む
シ
ス
テ
ム
が
で
き
あ
が
り
ま
し

た
。
飛
躍
を
支
え
る
の
が
、
写
真

撮
影
か
ら
サ
イ
ト
の
更
新
、
梱
包

作
業
ま
で
手
が
け
る
若
い
女
性
ス

タ
ッ
フ
と
、
女
性
目
線
で
働
き
方

の
仕
組
み
を
考
え
る
オ
ー
ナ
ー
兼

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
統
括
担
当
の
友
紀

子
氏
の
存
在
で
す
。

　
「
社
内
環
境
や
勤
務
体
制
な
ど
、

女
性
が
求
め
る
も
の
は
男
性
の
求

め
る
待
遇
と
ち
ょ
っ
と
違
う
。
時

間
や
場
所
を
特
定
し
な
い
ネ
ッ
ト

ド
ル
』
は
初
心
者
の
女
性
向
け
に

気
軽
に
買
え
る
ウ
ェ
ブ
シ
ョ
ッ
プ

を
構
築
。
潜
在
顧
客
の
開
拓
に
成

功
し
ま
し
た
。

　
「
ネ
ッ
ト
と
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
は
、

意
外
に
相
性
が
良
い
。
ア
ン
テ
ィ

ー
ク
家
具
は
1
点
も
の
な
の
で
購

買
意
欲
が
刺
激
さ
れ
る
の
で
し
ょ

う
。
熱
心
な
フ
ァ
ン
の
方
も
い
ら

し
て
、
半
数
以
上
は
リ
ピ
ー
タ
ー

と
い
う
の
も
特
徴
で
す
ね
」

女
性
の
力
を
活
か
し
て
、

日
本
一
の
地
位
確
立
へ

　

2 

0 

1 

1
年
、『
ハ
ン
ド
ル
』
は
、

ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
コ
ン
テ
ス
ト
北

陸
で
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
。現
在
、

を
広
げ
る
た
め
に
水
野
氏
自
ら
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
制
作
す
る
も
の

の
、
大
き
な
伸
び
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
ん
な
と
き
『
ハ
ン
ド

ル
』
の
オ
ー
ナ
ー
を
務
め
る
奥
様

の
水
野
友
紀
子
氏
が
、
当
支
援
セ

ン
タ
ー
の
勉
強
会
に
参
加
。
そ
こ

で
ネ
ッ
ト
の
可
能
性
を
実
感
し
、

本
格
的
な
ウ
ェ
ブ
シ
ョ
ッ
プ
を
立

ち
上
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
そ
う
で

す
。

　
「
僕
も
勉
強
会
に
参
加
し
、
も

う
店
で
売
る
時
代
じ
ゃ
な
い
と
火

が
つ
き
ま
し
た
。
制
作
を
東
京
の

会
社
に
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
っ

た
の
で
す
が
、
そ
こ
で
ポ
イ
ン
ト

に
な
っ
た
の
が
◎
女
性
目
線
、
◎

人
の
顔
を
出
す
こ
と
、
◎
か
っ
こ

よ
す
ぎ
な
い
こ
と
の
3
点
で
し

た
」

　

こ
れ
ま
で
買
い
慣
れ
た
人
だ
け

が
購
入
す
る
傾
向
の
あ
っ
た
ア
ン

テ
ィ
ー
ク
家
具
市
場
で
、『
ハ
ン

質
が
人
気
を
集
め
、
経
営
は
徐
々

に
回
復
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、「
も
う
ひ
と
つ
経
営

の
柱
が
ほ
し
い
」
と
考
え
た
と
き

に
出
会
っ
た
の
が
ア
ン
テ
ィ
ー
ク

家
具
で
し
た
。「
職
人
の
修
復
現

場
で
1 

0 

0
年
以
上
前
の
家
具
が

生
き
返
る
様
を
見
て
、
こ
ん
な
世

界
が
あ
る
の
か
と
感
動
し
ま
し

た
」

　

2 

0 

0 

7
年
、
水
野
氏
は
小
さ

な
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
専
門
店
を
福
井

市
呉
服
町
に
オ
ー
プ
ン
。
今
で
は

ウ
ェ
ブ
シ
ョ
ッ
プ
と
し
て
全
国
に

顧
客
を
持
つ
『
ハ
ン
ド
ル
』
の
誕

生
で
し
た
。

市
場
の
拡
大
を
目
指
し
、

ウ
ェ
ブ
シ
ョ
ッ
プ
を
制
作

　

オ
ー
プ
ン
当
初
、
店
の
売
上
は

順
調
で
し
た
が
、
北
陸
は
市
場
が

小
さ
く
1
年
で
頭
打
ち
に
。
販
路

家
業
復
活
の
道
の
り
で
、

ア
ン
テ
ィ
ー
ク
と
出
会
う

　

水
野
氏
の
人
生
の
転
機
は
、
16

年
前
に
遡
り
ま
す
。
大
学
卒
業

後
、
大
阪
の
大
型
家
具
屋
で
修
行

中
、実
家
が
倒
産
の
危
機
に
直
面
。

「
4
代
目
と
し
て
事
業
を
立
て
直

す
た
め
、
家
族
経
営
か
ら
再
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
」
と
当
時
を
振
り

返
り
ま
す
。「
何
も
わ
か
ら
ず
、

同
じ
規
模
の
家
具
屋
を
訪
ね
て
全

国
行
脚
す
る
日
々
。
人
と
の
つ
な

が
り
が
生
ま
れ
る
な
か
で
、
小
さ

な
家
具
屋
は
何
か
に
絞
っ
て
差
別

化
し
な
い
と
い
け
な
い
と
気
づ
き

ま
し
た
」

　

水
野
氏
は
婚
礼
家
具
に
商
品
を

絞
る
こ
と
に
し
、
1 

9 

9 

8
年
に

天
然
木
を
使
っ
た
オ
ー
ダ
ー
家

具
『
シ
ャ
ル
ド
ネ
』（
本
社 

岐
阜
）

の
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
に
加
盟
。
ナ

チ
ュ
ラ
ル
な
風
合
い
と
確
か
な
品

若手の
チカラ。

水
野
商
品
館
株
式
会
社

ア
ン
テ
ィ
ー
ク
家
具
の

ウ
ェ
ブ
シ
ョ
ッ
プ
で
日
本
一
へ

パリやロンドンから輸入したアンティーク家具の通販サイト『ハンドル』
を運営する、水野商品館株式会社。明治36年創業の歴史を誇る家具屋と
しての実績と、天然木を使ったオーダー家具販売の経験を活かし、躍進を
続けています。平均年齢28歳のスタッフはほぼ女性で、子育て中のママ
も多いそう。ウェブショップ成功の経緯や女性を生かす仕事の仕組みなど、
４代目である代表取締役の水野慎太郎氏に話を伺いました。

水野商品館株式会社
http://handle-marche.com/
所 在 地：福井市春山 2丁目12－5
電　　話：0776－21－4700
代 表 者：水野 慎太郎 氏
資 本 金：300万円
従業員数：23名
事業内容：アンティーク家具雑貨の販売

代表取締役　水野 慎太郎 氏

オフィスでは、スタッフが問い合わせの電話応対や更新作業など、それぞれの作業に
打ち込んでいます。

このコーナーでは、若手のパワーでチャレ
ンジを続ける会社を紹介。若い力から成長
企業の元気の源を探ります。

第
２
回

受注から発送まで、すべて自社スタッフが対応。梱包時には、スタッフの似顔絵入りメッセ
ージやリーフレット、アンケート用紙を同封するなど、きめ細やかな心配りを徹底しています。

出荷を待つ倉庫には、職人の手で美しく蘇ったアンティーク家具たちが。

し
て
い
ま
す
。

　
「
目
指
す
は
、
日
本
一
の
ア
ン

テ
ィ
ー
ク
ウ
ェ
ブ
シ
ョ
ッ
プ
。
同

業
他
社
も
増
え
て
き
て
い
る
の

で
、
圧
倒
的
な
地
位
を
確
立
し
た

い
で
す
ね
」
と
、
真
剣
な
ま
な
ざ

し
で
次
な
る
ス
テ
ー
ジ
を
見
つ
め

て
い
ま
す
。

自社に、写真撮影用のスタジオを３つ保有。女性目線のコーディネイトで購買意欲をくす
ぐります。
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パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催
し
た
り
、
餅

つ
き
大
会
を
し
た
り
と
イ
ベ
ン
ト

に
も
積
極
的
で
す
。
瀧
波
氏
の
人

柄
を
慕
っ
て
、
県
内
外
か
ら
お
客

さ
ん
が
集
ま
る
と
い
い
ま
す
。

　

同
社
は
現
在
、
新
商
品
の
開
発

に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の

商
品
が
「
梅
も
な
か
ア
イ
ス
」。
当

支
援
セ
ン
タ
ー
の
「
ふ
く
い
の
逸

品
創
造
フ
ァ
ン
ド
事
業
」
の
採
択

を
受
け
、
こ
の
6
月
か
ら
製
造
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
夢
食
堂
の

コ
ン
セ
プ
ト
〝
地
域
と
共
に
歩
ん

で
い
こ
う
〞
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
第

一
弾
と
し
て
、〝
地
域
と
協
力
し

な
が
ら
商
品
を
作
り
上
げ
た
い
〞

〝
福
井
梅
を
広
め
た
い
〞
と
い
う

思
い
が
商
品
開
発
の
コ
ア
に
あ
り

ま
す
。「
売
る
こ
と
を
急
が
ず
に
、

ゆ
っ
く
り
広
ま
っ
て
い
く
こ
と
が

理
想
で
す
。
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン

で
は
な
く
手
づ
く
り
で
、
携
わ
る

人
の
思
い
を
丁
寧
に
伝
え
て
い
き

た
い
。」
と
瀧
波
氏
。
商
売
に
関

し
て
の
姿
勢
は
い
た
っ
て
自
然
体

で
す
。

の
状
態
の
点
検
に
集
中
し
ろ
〞
と

言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

点
検
を
お
ろ
そ
か
に
す
る
と
次

の
漁
で
魚
に
逃
げ
ら
れ
て
し
ま

う
。」

　

漁
で
も
お
店
の
経
営
で
も
、
正

常
な
循
環
を
続
け
る
こ
と
が
基
本

に
な
る
と
い
い
ま
す
。「
前
日
の

売
り
上
げ
が
あ
る
こ
と
で
、〝
今

日
も
仕
入
れ
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
る
〞
い
う
感
謝
の
気
持
ち
で
毎

日
の
れ
ん
を
出
し
て
い
ま
す
。」

〝
地
域
と
共
に
歩
む
〞

新
商
品
に
こ
め
る
思
い

　
「
食
」
へ
の
興
味
は
子
供
の
こ

ろ
か
ら
あ
っ
た
瀧
波
氏
。
高
校
生

の
こ
ろ
か
ら
全
国
の
お
い
し
い
も

の
を
求
め
て
県
外
ま
で
で
も
足
を

運
ん
だ
と
い
い
ま
す
。
世
界
の
食

を
求
め
て
飛
び
周
り
た
い
と
考
え

た
時
期
も
あ
っ
た
も
の
の
、
自
分

の
〝
出
会
い
の
集
積
地
〞
と
し
て

お
店
を
継
ぐ
こ
と
を
決
意
し
た
と

い
い
ま
す
。「
人
を
動
か
し
た
り
、

人
を
つ
な
い
だ
り
す
る
こ
と
は
生

ま
れ
つ
き
得
意
な
ん
で
す
。
人
と

人
と
を
〝
ぶ
つ
け
る
〞
ぐ
ら
い
の

意
気
込
み
で
新
し
い
ア
イ
デ
ア
や

チ
ャ
ン
ス
が
生
ま
れ
る
場
所
に
し

て
い
き
た
い
で
す
ね
。」
そ
の
場

づ
く
り
と
し
て
、
お
店
で
ラ
イ
ブ

「
食
」
の
ス
ト
ー
リ
ー
を

伝
え
る
場
づ
く
り

　

お
店
で
出
さ
れ
る
卵
は
委
託
養

鶏
場
で
採
れ
た
も
の
を
使
い
、
味

噌
汁
の
ワ
カ
メ
ひ
と
つ
を
と
っ
て

も
産
地
や
仕
入
れ
先
に
ま
で
こ
だ

わ
っ
た
も
の
。
そ
ん
な
瀧
波
社
長

は
〝
飲
食
業
〞
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル

に
と
ら
わ
れ
ず
、
一
か
ら
食
に
携

わ
れ
る
こ
と
が
こ
の
仕
事
の
面
白

さ
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
。「
食
べ

る
人
が
生
産
者
の
存
在
に
気
づ

き
、
作
る
人
も
食
べ
る
人
を
考
え

る
。
食
を
通
し
て
人
の
集
ま
る
場

を
作
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。」

　

食
の
現
場
を
知
り
た
い
と
い

う
思
い
か
ら
、
1
年
間
漁
師
の

手
伝
い
と
し
て
漁
に
出
て
い
た

経
験
を
持
つ
同
氏
。
夜
中
の
2
：

30
に
起
き
て
漁
を
手
伝
い
、
陸
に

戻
れ
ば
お
店
を
切
り
盛
り
す
る

と
い
う
ハ
ー
ド
な
毎
日
な
が
ら
、

「
食
」
を
知
る
に
は
あ
り
が
た
い

経
験
だ
っ
た
と
い
い
ま
す
。
ま

た
、
食
材
と
し
て
魚
の
こ
と
を
よ

り
深
く
知
る
こ
と
が
で
き
た
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
、
事
業
を
継
続
す

る
た
め
の
〝
サ
イ
ク
ル
〞
に
つ
い

て
も
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
っ

た
と
の
こ
と
。「
あ
る
漁
師
さ
ん

に
、〝
網
を
引
き
揚
げ
て
い
る
と

き
は
、
魚
を
獲
る
こ
と
よ
り
も
網

敦賀市内で先代から53年続く「お食事処なかや」を切り盛りしながら、生産から加工、販売ま
での６次産業化を実現し、安全安心な旬の食材を追求する「株式会社夢食堂」を一昨年に立ち上
げた瀧波社長。「食」で人をつなげたいという強い思いでチャレンジを続けています。「食」への
こだわりと今後の展望についてお聞きしました。

飛躍する経営者たち
福井県ゆかりのアグレッシブな経営者を取材。企業を成長へと導く秘訣
に迫ります。

株式会社夢食堂
http://www.yumeshokudou.co.jp
所 在 地：敦賀市本町1－7－14
電話番号：0770－22－0694

第７回

瀧波 裕幸 氏 ●株式会社夢食堂　代表取締役

「売ることを急がない」
“思い”を広める自然体の経営

伝統の技を活かし、暮らしにとけ込む洋漆器を新提案

刺繍で日本の繊維産業を守る

現場の声を製品改良に生かし、ひょうご№1ものづくり大賞に

特産の梨を使ったリキュールを開発・販売

　これまで漆器ではあまり
用いられていなかったカラ
ーやデザインを積極的に取
り入れ、洋食器ならぬ「洋
漆器」シリーズを展開する
同社。つばの付いたパスタ
皿や、大きさの違いから重

ねて収納できるカップなど、現代の生活スタイルにマッチした新商
品を毎年開発し、シリーズは10アイテムに上る。そんな同社が、洋
菓子のマカロンにそっくりの小物入れ「うるしマカロン」を開発。
直径6㎝、高さ4㎝の小物入れで、パステルカラーのふき漆で仕上げ、
フレーバーになぞらえて、ローズ、レモン、バニラ、抹茶、ミントと、
5種類のカラーバリエーションをそろえる。自社のネットショップ
などで販売し、若い世代を中心に徐々に人気が高まっている。

　明治10年に織物業を創業した同社
は、昭和30年代から刺繍が生産の主力
となり、その後、有名ブランドのロゴ
作製を請け負うなど成長。平成19年に
参加したパリの国際展示会を機に海外
顧客の獲得にも努めてきた。こうした
中、アパレルの付属品ではなく、単体
で勝負できる自社製品を、との思いか
ら自社ブランド「000（トリプル・オゥ）」
を立ち上げ。ネックレスやブレスレッ

トなどを開発しており、裏地のない刺繍だけで製品化する「編み込み刺繍」
の技術を駆使するなど独創的な意匠で海外でも好評価を得ている。経営
理念「刺繍で世界中を愛と感動で満ち溢れさせる～お客様とワクワクド
キドキ感を共有する」を胸に、現在は360度の立体的刺繍に挑戦中。

　7年前、かがんで仕事をするこ
とが多い職人のために、工具が落
ちにくいように取り出し口を斜め
にした工具袋を開発。その後も水
抜き用の丸穴をメッシュにして釘
を落ちにくくするなど細かな改良
を加え、業界では異例のロングセ

ラー商品に。そして、現場のニーズをヒントに商品開発
に取り組む中で、転落、滑落事故防止のための安全帯と
いう新たな分野に参入。伸縮性のあるゴムの外側を上部
なナイロン生地で覆い、コンパクトで軽量ながら丈夫な
「じゃばら式安全帯」を開発し、兵庫県が認定する「ひ

ょうご№1ものづくり大賞」の製品・部材部門賞を受賞した。今後は従来の
ノウハウを生かし、一般向けカジュアルバッグへの商品展開をと意気込む。

　同社は、専門性の高い
こだわり商品を取り扱う
創業120年の老舗酒店。地
元の特産で、みずみずし
い果肉と上品な甘さ、程
よい酸味が特徴の「日田
梨」に注目し、梨を使っ

たリキュール開発に取り組んだ。梨は二次加工が難しいといわ
れている中、梨生産者、蔵元、加工業者の協力者を募り、商品
化に向けたプロジェクトチームを結成。また、カクテルの世界
大会で部門別一位に輝いた経歴を持つ、取引先のバーテンダー
に監修を依頼し、3年半におよぶ試行錯誤の末に、「梨

り

園
えん

」を
作り上げた。展示会への出展や人脈を通じて、東京の有名酒店
やバーでの取扱いも増加、全国に販路が広がっている。

石川県

群馬県

兵庫県

大分県

有限会社浅田漆器工芸

株式会社笠盛

株式会社基陽

株式会社オオツカ（大塚酒店）

所 在 地：加賀市山中温泉菅谷町ハ－215
電話番号：0761－78－4200
業務内容：山中漆器の製造・販売

所 在 地：群馬県桐生市三吉町1－3－3
電話番号：0277－44－3358
業務内容：刺繍、レーザーカット、プ

リント加工等

所 在 地：兵庫県三木市別所町小林477－10
電話番号：0794－82－2304
業務内容：工具袋、安全帯、各種バッ

グの企画・製造・販売

所 在 地：大分県日田市中央1丁目5－12
電話番号：0973－22－2470
業務内容：酒類販売業

代 表 者：浅田  孝
設　　立：昭和51年
従業員数： ６名
資 本 金： 500万円

代 表 者：笠原 康利
設　　立：昭和25年
従業員数： 20名
資 本 金： 1,000万円

代 表 者：藤田 尊子
設　　立：昭和53年
従業員数：60名
資 本 金：1,000万円

代 表 者：大塚  智
設　　立：明治27年
従業員数：７名
資 本 金： 5,000万円

出典
・（公財）石川県産業創出支援機構　情報誌ISICO vol.75　 http://www.isico.or.jp/isico/i-maga/isico_v75　・（公財）ひょうご産業活性化センター通信「JUMP」2014年5月号 http://web.hyogo-iic.ne.jp/johoteikyo/jump
・（公財）群馬県産業支援機構　企業サポートぐんま　2014.2・3合併号　http://www.g-inf.or.jp/magazine/index.html　・（公財）大分県産業創造機構　創造おおいた　2014.5　 http://www.columbus.or.jp/cgi-bin/souzou/index.cgi

新連載企画

「地方の挑戦」
全国の地方都市で活躍する企業のがんばる姿を紹介します。

貴社の事業の新たなヒントに！

梅もなかアイス

17vol.718 vol.7



●申請受付
　受付期間：平成26年 6 月 2 日（月）～平成26年 7 月 4 日（金）（郵送の場合、当日消印有効）

●申請方法
　所定の申請書に必要書類を添付の上、福井県産業政策課に提出（後日ヒアリング審査あり）
　【提出書類】認定申請書、実施計画、定款の写し（法人に限る）、決算書、その他商品や役務に関する資料

●審　　査
　プレゼンテーション審査会を 7月下旬に開催する予定です。（日程等は申請事業者の方に別途お知らせします。）
　｢新商品や新役務の新規性、有用性、市場性、経済性、事業者の実施の確実性、県の機関が購入することによる波及効果、
県の機関での活用（過去に県の機関で購入実績がなく、現実的に活用することが可能であるもの。）｣ の観点から審査し
ます。

●そ の 他
・当制度の認定事業者は、商工中金の「福井チャレンジ発注推進事業活性化ローン」の利用が可能になります。
・県としては、県庁内外に向けて様々な手段（ホームページ掲載、紹介冊子の発行、全国ネットワークの活用等）により、
認定事業者の商品等のPRに努めていきます。

information

　福井県では、新しい事業分野を開拓しようとするベンチャー企業や経営革新を目指す中小企業者等が開発した
新商品や新役務を認定し、その中から県の各機関が必要とするものを随意契約により購入し、信用力を高めるこ
とで、企業の販路開拓を支援しています。
　現在、認定を希望する事業者を募集していますので、ぜひチャレンジしてください。

チャレンジ発注推進事業募集のご案内

お問い合わせ先・申請先

●対象となる方
　県内に主たる事務所を有する中小企業者、県内で新たに法人
を設立しようとする者、企業組合・協業組合・事業協同組合・
商工組合・NPO等の個人または法人で、新商品の生産や新役
務の提供により新たな事業分野の開拓を実施しようとする方

●対象となる新商品や新役務
　以下の新規性と有用性の要件の両方に該当するものです。
　新規性（以下のいずれかに該当するものです。）
•これまでに企業化されている商品や役務とは別のものであ
ること。
•これまでに企業化されている商品や役務と同一のものであ
っても、著しく異なる使用価値があり、実質的に別の商品
や役務に属するもの。

　　※企業化＝研究開発段階を終えて、製造や販売を開始すること。
　有用性
•事業活動に係る技術の高度化、経営の効率化または住民生
活の利便性の向上に寄与するもの。

●手続き等のフロー

認定申請の提出（県産業政策課へ）

審査委員会での審査

知事の認定（注）

県の機関への商品・役務情報の提供

県の機関の購入

契約結果の公告

県の機関による事業者に対する商品・役務の評価

（注）認定自体が新商品や新役務の購入を担保するものではありません。

福井県産業労働部産業政策課創業・I Tビジネス支援グループ
〒910－8580　福井市大手３丁目17番１号　
TEL.0776－20－0537／FAX.0776－20－0645
E-mail  sansei@pref.fukui.lg.jp／URL  http://www.pref.fukui.jp/doc/sansei/
※ホームページから実施要綱、申請書等のダウンロードができます。

日常風景をデザイン的視点で紹介するプチコーナー

第２回 少し気になる日常風景

無名のデザイナーが創り出す景色

デ
ザ イ ン

井市丸岡町から春江町に向かう道すがら、直進から急なカーブにさ

しかかるあたりに、写真の注意喚起看板があります。黄色地に「急

カーブ」と書かれたこのオリジナルの書体は、瞬時に危機感を印象付ける

優れたデザインだと思います。力強いゴシックに独特な曲線を加え、カー

ブを連想させるよう文字組にも工夫を感じます。実は、出版業界やインタ

ーネット上では、「のら文字」「まちもじ」「まちフォント」といろいろな

名称で、手書きの看板職人がデザインした、人間味のある文字デザインに

注目が集まっています。何気なく見ている風景の中にも、町内の文化遺産

のような可愛らしい書体の看板があるかもしれませんね。

デザイナーを探そう　＞＞　http://www.fisc. jp/design

坂
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新聞記事から集めた
県内企業の
新商品・新規事業

■収集期間：平成26年 4月 1日～ 5月31日
■収集対象：福井新聞、日刊県民福井、日本経済新聞、朝日新聞、毎日新聞、読売新聞

当支援センターが収集している新聞記事の中から、県内企業の新商品・新規事業に関する記事をピックアップしました。

「○○が面白かった、ためになっ
た」、「△△をもう少し□□にした
らどうか」、「●●のテーマについ
て紹介して欲しい」、「▲▲会社が
やっている■■について取り上げ
て欲しい」など、本誌を読んだ感
想や、要望など、皆様のご意見を
お待ちしております。

皆様の声を
お聞かせ下さ

い！

編集後記

公益財団法人 ふくい産業支援センター　http://www.fi sc.jp/
総務部　TEL：0776－67－7414／FAX：0776－67－7401／E-mail：kouhou-g@fi sc.jp
〒910－0296  福井県坂井市丸岡町熊堂第3号7番地1－16（福井県産業情報センタービル内）

お問い合せは

福井発！ビジネスプランコンテスト2014

本誌「F－ACT（ファクト）」を活用して会社をPRしよう！

企業情報メール便
販路開拓のチャンス！
本誌にチラシを同封できます

本誌では、企業情報メール便（チラシ同封
サービス）を毎号実施いたします。配送先
は、県内事業所約2,200社です。この機会に、
貴社の商品・サービスを幅広く紹介しませ
んか？

●次回実施号
VOL.８　８月25日発行予定
チラシ提出締切日： 8月20日（水）
チラシ2,200部をご提出
（持参または配送）ください。

●料金
同封するチラシ・パンフレットのサイズ 料金（税込）
Ａ4判以下のチラシ 8,400円

Ａ4判超～Ａ3判以下のチラシ
（二つ折にしてＡ4判以下のサイズにすること）

12,600円

Ａ4判以下のパンフレット（10ページ程度まで） 16,800円
※チラシ・パンフレット 1種類当たり 1回分の同封料金です。

ご利用を検討の方は、事前に、電話または電子メールにてご連絡ください。
1号につき約10社まで受け付けます。
なお、申込状況および掲載内容によりお断りする場合があります。

お問い合わせ先 （公財）ふくい産業支援センター　総務部　F－ACT編集室
TEL：0776－67－7414　e-mail：kouhou-g@fi sc.jp

　今回の特集では“モノづくり”にフォ
ーカスし、新技術や職人技、製造にま
つわる仕組みなど色々な切り口でお話
を伺ってきました。どの事例を見ても、
根本的な部分で「人」の存在なしにモ
ノは作れないことに改めて気づかされ
ました。どんな先端技術であっても、
あくまで一つの道具に過ぎず、それを
使うのは人の思考であり技術でありま
す。特にオナガメガネの小永氏のお話
の中で出た「高精度の 3Ｄデータを作
れる人も職人と呼ばれる時代が来るの
では」という言葉は非常に印象的でし
た。
　また、事例でも紹介したとおり、ク
ラウドファンディングというネット社
会を活かした新しいシステムにおいて
も、資金調達だけでなく、人同士をつ
なぎ合わせるサービスが生まれていま
す。効率的に全世界に向けて支援を募
れるようになったものの、基本はこれ
までと同じく、人のつながりの中でモ
ノが作られることに変わりはないよう
です。
　読者企業様にとって、今後の事業展
開のヒントになるような記事はありま
したでしょうか。今回の取材を通して、
それぞれの企業さんのモノづくりに対
する思いをひしひしと感じることがで
きました。本誌が福井でがんばるモノ
づくりへの応援になれば幸いです。

【食料品・飲料】
福井県産ナツメを使い、ジュレ状にした「薬膳なつめジュレあん」を開発。福井市棗地区でナツメを栽培しているシーロード（福井市）の
完熟果実を使用。のどに詰まりにくい口溶けの良さを生かし、介護食や県内外菓子店などへの販路拡大を目指す。 大戸製餡所（福井市）

食べ物を飲み込む機能が低下する嚥下障害の患者向けのごま豆腐「ごまどうふplus（プラス）」を開発。医師等の助言を受けながら商品開
発を進め、実験により効果を確認。嚥下障害者や家族向けにネットで販売する。 幸伸食品（永平寺町）

５月26日、同市特産のしょうがを使ったジェラート「しょうが愛す」を発売。「ジェラートトリノ」（福井市）代表で、日本ジェラート協
会のコンテストで優勝経験がある森国晶子さんの協力を得て開発した。 JA福井市（福井市）

６次産業化を進める官民ファンド「農林漁業成長産業化支援機構」の出資を受け、新会社「マイセンファインフード」（鯖江市）を設立。中部、
近畿での同機構の出資は初めて。2015年１月に加工食品の工場稼働予定。 マイセン（鯖江市）

池田町産の素材を使った新たなご当地アイスを開発「村のアイス」シリーズを展開中。好評の「越のルビー」アイスに続く新商品として、「ヤ
ギのミルク」「えごま」「よもぎ」「きなこ」の４種類のバリエーションを追加する。 まちUPいけだ（池田町）

棒状の油揚げを竹串に差し焼き上げた「越前焼あげ棒」を商品化。手で持って歩きながら食べられるのが特徴で、７月の舞鶴若狭自動車道
の全線開通を控え、観光客にも味わってもらえる新たな特産品として開発した。 ヤマグチ食品（美浜町）

コンビニエンスストアの手巻きおにぎり用おぼろ昆布の量産化を開始。食べる直前にのりを巻くおにぎりは多いが、昆布ではなかったとい
う。コンビニチェーン向けに販路を広げる考え。 ヤマトタカハシ（敦賀市）

【繊維／衣服】
小浜市の農業法人と連携し、「越のルビー」の生産を始めることを発表。年60トンを生産できる大規模施設を計画しており、年内の収穫開
始を見込む。ノウハウを蓄積し、将来は様々な農作物を手掛け、海外展開を含めた農業への本格参入を目指す。 セーレン（福井市）

【眼鏡】
放射線のアルファ線の飛んだ様子（飛跡）を手軽に観察できるプラスチック樹脂板を開発、販売を開始。舞鶴工業高等専門学校（京都府）
講師と共同開発で、学校での放射線教育の需要を見込み、新しい実験道具として販売する。 サンルックス（鯖江市）

米デューク大学教授と、はさみや吸引管などの手術器具を共同開発。９種類104アイテムを８月から販売予定。同社の技術を生かしてチタ
ン製で軽く、精密な加工のはさみなどを製品化しており、同社では医療器具の分野での世界進出に弾みをつけたい考え。 シャルマン（鯖江市）

老眼鏡付きサングラスを発売。つるの部分や鼻パッドを付け替え、色の組み合わせを楽しむことができ、目線を下げて手元を見るときには
老眼鏡として使える商品で、携帯電話を見るときやアウトドアでの使用を想定。 ビューマスター (鯖江市)

【その他の製造業】
転倒事故によるけがを防ぐとともに水はけが良く、ひんやりしにくい浴室床シート「あんから」を発売。高齢者の浴室内での転倒事故が増
加している点に着目し、同社の衝撃吸収シートの技術を応用して開発した。一般住宅のリフォームのほか、介護施設やプールなどの需要を
取り込む。

フクビ化学工業（福井市）

システム手帳や財布が一体になった７インチ型のタブレット（多機能携帯端末）用ケース「システムセブン」を発売。クラッチバッグのよ
うに小脇に抱えられる商品で、インターネットで販売する。 シアターハウス（福井市）

越前漆器の職人が手掛けた漆塗りのオイルライター「ZIPPO」が発売に。ライター卸売商社「ヤスダ」（大阪府）が企画。ライターを石川技研（越
前町）で研磨して表面を滑らかにした上で、辻漆器店（鯖江市）等の越前漆器職人が塗りを担当。「RYP」（静岡県）が運営するサイト等で販売。

石川技研（越前町）
辻漆器店（鯖江市）他

県工業技術センターと共同で、光の透過度を従来に比べで最大で２倍近くに高めることができる特殊な製紙技術を開発。特許を申請してお
り、今後、この技術を使った和紙や照明器具の販売を予定している。 五十嵐製紙（越前市）

世界最大の手すき和紙を製作。高さ3.3メートル、幅10.8メートル。1989年に同社製紙所が製作したギネス登録を更新。人気漫画家が絵
を描き、７月のガウディをテーマにした特別展（東京・六本木）で披露する。 上山製紙所（越前市）

各社がコラボして越前和紙やサクラの染料を使ったサクラの造花を開発。サクラの花から精製した天然染料を試験管から吸い上げ、生成り
色の花びらがピンク色に染まっていく様を楽しめる商品で、ハンドメード用キット販売やワークショップ教室も検討する。

華・魅せ・ギャラリィあいりぃ（鯖江市）
ウエマツ（福井市）
柳瀬良三製紙所（越前市）
やなせ和紙（越前市）他

リニューアルオープンするリバーリトリート雅楽倶（富山市）内のフレンチレストラン向けに、富山県の立山連峰や水をイメージしたオリ
ジナルの漆塗り箸を製作。箸で食べるフランス料理を提供したい同レストランオーナーが同社の箸を気に入り採用となった。 箸factory宮bow（福井市）

【商業／サービス】
「ShibuyaColor9（シブヤカラーナイン）」をベル（福井市）にオープン。神戸レザークロス（神戸市）とフランチャイズ契約を結び、女
性用靴チェーン店「エスペランサ」の靴を福井県内で初めて扱う。 アクセジャパン（鯖江市）

車両を利用した移動店舗でカーテンを販売する事業を開始。インターネット通販では「生地が思っていたのと違う」「サイズを間違えた」
といった声も少なくないため、出張するサービスを考案。主に嶺北を出張エリアとして24時間対応する。 フォレスト（福井市）

同社のHP「きかいレンタル　タマムラ」で、介護福祉車両のリース・販売を開始。高齢化の進展に伴い、各地の社会福祉協議会や診療所
などの需要を見込む。同時に業界初の24時間対応の自動見積もりシステムも導入。 タマムラ（敦賀市）

同社初となる住宅建築や測量向けCADソフトのショールームを東京・銀座に開設することを発表。既存の同社オフィスを活用し、大画面
モニターによりソフトのデモ表示や３Ｄプリンターで作った建物の模型展示のほか、ソフトウェアの研修会場も備える。

福井コンピュータホールディン
グス（福井市）

カズマ（福井市）に対して、同行として初めてとなる人民元建て融資を実施したと発表。為替変動によるリスクを回避できるのがメリット。
現地法人向けの人民元建て融資は多いが、国内法人への貸し出しは珍しいという。 福井銀行（福井市）

【応募・お問い合わせ】
「福井発！ビジネスプランコンテスト2014」実行委員会　事務局

〒910－0019 福井市春山 1丁目1－14 福井新聞さくら通りビル アントレセンター内
TEL：050－3540－8506    E-mail：bp-con@yalossa.jp

情熱をカタチに。ビジネスのアイデア募集！
元気なビジネスを発信するビジネスのアイデア募集！

あなたの夢をかなえるためにも、ドシドシご応募ください。
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